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主な内容 ＊＊
屋外広告物法などが改正
／第二清掃工場ダイオキ
シン類健康影響調査／監
査の結果　

中期基本計画の意見を募
集／合併記念事業を募集

市・県民税と所得税の申
告

情報館（講座講演、お知ら
せ、求人ほか）

街のできごと（フォトニュー
ス）／春夏秋冬／パズル
の時間
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス　http://www.city.kashiwa.chiba.jp/

市の人口 (17.1.1 現在 )

３３３，４２３人
1２９，５８５世帯
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問
健康推進課 ☎7164─3333・℻7164─1263　
柏地区医師会 ☎7163─7391・℻7164─2810

と き
と こ ろ
定 員
内 容

費 用
申し込み

2月26日㈯午後1時半～４時半
アミュゼ柏
先着４００人
【基調講演】合併症を防ごう～軽症でない軽症糖尿病～
講師：東京慈恵会医科大学付属柏病院内科医・佐々木敬
氏、同眼科医・郡司久人氏
【シンポジウム】柏市における糖尿病に対する新しい取
り組み
無料
2月2日㈬午前９時から、健康推進課か柏地区医師会へ電話か
住所・氏名・電話番号・年齢・質問事項（具体的に）を書いてファ
クスで※質問事項はシンポジウムの資料とします

　１０月１日に全国一斉で行われる国勢調査の統計
調査員を募集します。5年に1度の調査をあなたも手伝
ってみませんか。

対 象

報 酬
申し込み

次のすべての要件を満たすかた
・市内在住の20歳以上で、調査事務を
最後まで行えるかた
・調査で知り得た情報などの秘密を守れ
るかた
・選挙・税務・警察に直接関係のないかた
有り
２月１４日㈪・１５日㈫・２１日㈪・２２日㈫に行
われる説明会のうち、いずれか１日に出席
を。説明会後に「登録書」を提出したかた
を統計調査員として登録します。2月18日
㈮までに希望日を事務管理課へ電話で

問事務管理課 ☎7167─3831・3861（午前10時～午後4時）

統計調査員募集平成17年
国勢調査 みんなで学ぼう！ 糖尿病

市民公開講座～生活習慣病予防フォーラム

生活習慣病は予防が肝心。糖尿病について一緒に学びましょう。

　柏のナンバープレートをつけた自動車で、全国をドライ
ブしてみませんか――。昨年11月、国の「新たな地域名表
示ナンバープレート導入についての要綱」がまとめられ、
一定要件を満たせば市から「柏」ナンバー実現を要望する
ことが可能になりました。そこで、市では「柏」ナンバー
の実現に向けて取り組むことにしました。実現には何より
も皆さんのご理解とご協力が不可欠です。さあ、一緒に実
現へ向けてアクセル全開！！

国
の
要
綱
が
き
っ
か
け

　

現
在
、
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
地
域
名
に
は
、
運

輸
支
局
や
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
の
名
称
等
を
表
示
し
て
い

ま
す
。
昨
年
11
月
に
国
土
交
通

省
が
定
め
た
「
新
た
な
地
域
名

表
示
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
導
入

に
つ
い
て
の
要
綱
」
で
は
、
地

域
振
興
や
観
光
振
興
な
ど
の
観

点
か
ら
、
今
ま
で
の
制
度
が
緩

和
さ
れ
、
自
動
車
の
登
録
台
数

や
申
請
手
続
き
な
ど
一
定
の
条

件
（
別
掲
「
柏
ナ
ン
バ
ー
実
現

の
た
め
の
主
な
要
件
」
参
照
）

を
満
た
せ
ば
、
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所
の
新
設
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
市
町
村
か
ら
新
し

い
地
域
名
ナ
ン
バ
ー
を
要
望
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
３
月
に
合

併
す
る
沼
南
町
を
は
じ
め
、
住

民
票
の
発
行
な
ど
共
同
で
広
域

行
政
を
行
っ
て
い
る
我
孫
子
市 

・
流
山
市
に
も
協
力
を
呼
び
か

け
、
柏
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
を
目

指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
？

　

柏
ナ
ン
バ
ー
が
実
現
す
る

と
、
全
国
を
柏
ナ
ン
バ
ー
の
自

動
車
が
走
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
遠
方
へ
ド
ラ
イ
ブ
し
た

と
き
に
ナ
ン
バ
ー
を
見
た
か
た

と
「
柏
っ
て
ど
こ
？
」「
柏
レ

イ
ソ
ル
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
す

よ
」「
手
賀
沼
が
あ
る
と
こ
ろ

で
す
」
と
い
っ
た
会
話
が
生
ま

れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
自
ら
柏

の
宣
伝
部
長
に
な
っ
て
〝
柏
の

顔
〞
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
ん
な
会
話
の
中
か
ら
、
今
ま

で
自
分
が
持
っ
て
い
た
柏
の
イ

メ
ー
ジ
と
他
の
地
域
の
人
が
持

つ
柏
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
違
い
に

驚
く
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し

て
、
地
域
へ
の
愛
着
心
が
高

ま
っ
た
り
、
地
域
の
知
名
度
や

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
、
地
域
住
民

の
連
帯
感
の
醸
成
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

実
現
へ
向
け
た
取
り
組

み
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
先
月
７
日
に
商
工

会
議
所
・
商
店
会
連
合
会
・
ふ

る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
等
連
合

会
・
市
議
会
議
員
会
・
柏
市
な

ど
の
代
表
者
か
ら
な
る
「
柏
ナ

ン
バ
ー
を
実
現
す
る
会（
会
長
・

長
妻
和
男
商
工
会
議
所
会
頭
）」

を
設
立
し
、
実
現
へ
向
け
た
本

格
的
な
活
動
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
１
月
23
日
に
は
柏
駅

前
で
街
頭
署
名
活
動
（
写
真
）

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
に
署

名
し
て
い
た
だ
い
た
か
た
は
、

三
千
百
三
十
一
人
。
署
名
の
目

標
数
は
二
十
万
人
で
す
。
署
名

活
動
は
街
頭
署
名
の
ほ
か
町

会
・
自
治
会
な
ど
を
通
し
て
も

お
願
い
し
て
い
て
、
期
間
は
２

月
10
日
（
木
）
ま
で
を
目
途
に

行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、

無
作
為
抽
出
に
よ
る

市
民
四
千
人
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お

手
元
に
調
査
票
が
届

い
た
か
た
は
ぜ
ひ
、

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
署
名
や
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
得

ら
れ
た
皆
さ
ん
の
意

向
を
踏
ま
え
た
上

で
、
３
月
市
議
会
で

支
持
を
得
ら
れ
れ
ば
県
が
国
へ

要
望
し
、
国
で
要
望
が
認
め
ら

れ
る
と
、
早
け
れ
ば
平
成
18
年

度
中
に
全
国
初
の
漢
字
一
文
字

の
ナ
ン
バ
ー
、「
柏
」
ナ
ン
バ
ー

が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
別
掲
「
柏
ナ
ン
バ
ー
実
現
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
参
照
）。

　

柏
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
に
は
何

よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
が

必
要
で
す
。
柏
ナ
ン
バ
ー
が
市

民
共
有
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

問
企
画
調
整
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
１
７

スケジュール

2月下旬～
3月中旬

市議会平成17年第1回
定例会（3月議会）で審議

千葉県へ要望

千葉県から国（地方運輸
局）へ要望

決定すると…

4月

5月

平成17年
1月下旬～
2月上旬

住民の意向調査（街頭署
名・アンケートなど）

署名・アン
ケートに
ぜひ、ご
協力を!

支持を得られれば…

平成18年度中の導入へ

地域特性や経済圏について一定のまとまりの
ある、一般に広く認知された地域で、原則として
複数の市町村の集合であること
当該地域の登録自動車台数が10万台を超え
ていること（別表「野田自動車検査登録事務所
内登録自動車台数」参照）
当該地域が県内の他の地域と比較し、人口・登
録自動車台数などについて極端なアンバランス
が生じないこと
地域名は原則として漢字2文字（4文字以内）

主な要件
その１、

その2、

その3、

その4、

柏ナンバー
実現のための

柏ナンバー
実現までの

柏ナンバーで全国を走ろう！
実現へ向け熱い署名活動を実施中

区　　分 自家用 営業用 計
柏 　 市 119,283 2,476 121,759 
沼 南 町 20,553 787 21,340 
我 孫 子 市 46,895 402 47,297 
流 山 市 53,957 608 54,565 
松 戸 市 153,302 2,851 156,153 
野 田 市 68,774 2,588 71,362 

計 462,764 9,712 472,476 
※平成16年3月末現在
※軽自動車・小型二輪車を除く

■野田自動車検査登録事務所内登録自動車台数 （台）

46-49
柏　500

か

実
現
に
は
皆
さ
ん
の
声
が
必
要
で
す
（
柏
駅
前
の
街
頭
署
名
か
ら
）



平成17年（2005年）2月1日 第1234号 ②

戦時中の資料等を募集します

4月～来年3月※掲載期間は応相談
トップページ、8枠
縦60ピクセル×横150ピクセル※ＧＩＦ形式、4キロバイ
ト以内のバナー広告
月20，000円※市外のかたは月25，000円

召集令状、千人針、当時の衣
類・写真等
3月中の約2週間
はがきに、住所・氏名・電話
番号とお借りできる物品名・
その特徴・点数を書いて、〒
277－8505　柏市役所国際
交流室へ、2月18日㈮までに
郵送で（当日消印有効）
現物は送らずに、まずはご連
絡ください

　あなたのお宅に貴重な資料はありません
か？市では、3月に柏市平和都市宣言20周
年を迎え、記念式典と平和展を行います。
そこで展示する資料等を募集します。

●市のホームページ「かしわシティネット」

に広告を募集します 生涯学習まちづくりシンポジウム

期 間
掲載位置
規 格

掲載料金

4月からの3年間
巻末の8ページ
1ページ（Ａ４）の全部・2分の1・4分の1
225，000円（1ページの4分の1）など

申し込み　広報広聴課（市役所第2庁舎3階）で配布している申込
書に必要事項を書いて、〒277－8505　柏市役所広報広聴課へ、2
月28日㈪までに郵送か直接。審査の上、掲載の可否を連絡します※
申込書は市のホームページ（アドレスは1面欄外）からもダウンロード可

●くらしの便利帳
掲載期間
掲載位置
規 格
掲載料金

募集するもの

借用期間
申し込み

そ の 他

と き
と こ ろ
対 象
内 容

費 　 用
申し込み

2月26日㈯午後1時～ 4時半
中央公民館
市内在住・在勤のかた、先着180人
逆井中生徒による逆井囃子（ばやし）、政策研究
大学院大学教授・今野雅裕氏による講演「生涯
学習で明るく楽しいまちを創る」、生涯学習ゆ
め・みらい研究所・工藤日出夫氏、すみだ学習
ガーデン・中澤恒雄氏、大洞院・木村誠治氏、柏
市インフォメーション協会・藤田とし子氏、江
戸川大学・鈴木輝隆氏によるシンポジウム
無料
社会教育課へ電話するか、住所・氏名・電話番号・
を書いてメール（shakaikyoiku@city.kashiwa.
chiba.jp）で
問社会教育課 ☎7167－7638問広報広聴課 ☎7167－1119 問国際交流室 ☎7167－0941

進めよう！みんなでつくる柏のまち
～私が今、地域でできること～

ホームページ
くらしの便利帳

調査主体 環境省 柏市
地域名 Ａ県 Ｂ県 Ｃ県 Ｄ県 Ｅ県 柏市
調査年度 H10 H10 H11 H12 H14 H16
対象者数
（人） 32 234 47 20 259 46

平均年齢
（歳） 51 44 56 56 44.4 52.4

年齢範囲
（歳）

38 ～
69
20 ～
69
40 ～
68
35 ～
71
16 ～
72
20 ～
69

PCDD＋ PCDF
平均値 19 11 16 18 15 14
標準偏差 11 5.7 8.6 7.5 9 6.8
中央値 18 10 14 17 14 13

範囲 7.4
～ 64

0.91
～ 33

6.3
～ 57

8.9
～ 34

0.61
～ 56

2.4
～ 33

コプラナーＰＣＢ
平均値 11 7.3 12 13 11 10
標準偏差 5.8 5.3 6.1 7.1 9.7 7.5
中央値 9 5.8 11 12 8.8 8.4

範囲 3.9
～ 27

0.33
～ 32

3.4
～ 34

3.2
～ 33

0.33
～ 72

0.44
～ 35

PCDD＋ PCDF＋コプラナーPCB
平均値 30 18 28 31 27 25
標準偏差 15 10 13 14 18 14
中央値 27 17 28 27 23 22

範囲 11 ～
78
1.3～
53
10 ～
68
12 ～
67
1.6～
110

3.2 ～
68

■表3　既存調査との比較　（pg-TEQ/g-fat）

（注）平成12年度以前の調査は本調査と測定
方法が異なる

ダイオキシン ・ ミニ知識
●ダイオキシン類の正体とは？
　①PCDDとPCDFとコプラナーＰＣＢ
　　を指します
　②無色で水に溶けにくい性質があります
　③ごみ焼却のほか、発生源はたばこの煙や
　　自動車の排出ガスなどさまざまです
●人への影響は？
　①通常生活の中で摂取する量では急性毒性は生じませ
ん

　②私たちは、食事や呼吸等を通じて、毎日平均して体
重1kg当たり約1.68pg-TEQ（平成13年度）のダイオ
キシンを摂取しています。これは毎日摂取しても安
全という指標4pg-TEQを下回っています

　③体内、特に脂肪に蓄積しやすく、取り込んだ量が半
減するのに約7年かかります

　④脂肪組織にたまりやすいので、食品では特に魚介
類・肉・乳製品・卵からの取り込み量が多いです。
ただし食品からの摂取量は20年前に比べて、減って
います

？
？

ダダ

　

監
査
委
員　

渡
邉　

義
一

　

監
査
委
員　

酒
井　

成
浩

　

監
査
委
員　

千
葉　

清
志

　

監
査
委
員　

塚
田　

裕
也

　

平
成
16
年
９
月
10
日
〜
11
月

29
日
に
定
期
監
査
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、監
査
結
果
の
全
文
は
、

行
政
資
料
室
（
市
役
所
第
二
庁

舎
一
階
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
【
定
期
監
査
】

　

環
境
部
と
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
は
平
成
16
年
８
月
末
日

ま
で
に
、
ま
た
、
企
画
部
・
保

健
福
祉
部
・
都
市
計
画
部
・
水

道
部
・
農
業
委
員
会
事
務
局
・

学
校
教
育
部
・
消
防
本
部
は
平

成
16
年
９
月
末
日
ま
で
に
、
そ

れ
ぞ
れ
執
行
し
た
財
務
に
関
す

る
事
務
に
つ
い
て
、
適
正
か
つ

効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

主
眼
と
し
て
、
関
係
各
課
か
ら

予
算
執
行
状
況
等
の
資
料
の
提

出
を
求
め
る
と
と
も
に
、
関
係

職
員
か
ら
事
情
を
聴
取
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

お
お
む
ね
適
正
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
昨
年
８
月
、
南
増

尾
に
建
設
中
の
柏
市
第
二
清
掃

工
場
周
辺
の
地
域
に
お
住
ま
い

の
か
た
を
対
象
に
、
血
液
中
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

第
二
清
掃
工
場
の
稼
動
前
と
稼

動
後
に
調
査
を
行
い
、
両
者
を

比
較
す
る
こ
と
で
稼
動
に
伴
う

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
地
域

住
民
へ
の
健
康
影
響
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
の
稼

動
前
の
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、報
告
し
ま
す
。

　

結
果
は
国
と
同
レ
ベ
ル

　

調
査
は
昨
年
８
月
１
日
に
南

部
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
、
公
募
に

よ
り
あ
ら
か
じ
め
選
定
し
た
四

十
六
人
の
か
た
を
対
象
に
採

血
・
生
活
状
況
調
査
等
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
対
象
者
の
属
性

は
別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

血
液
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
（
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
＋
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ｆ
＋

コ
プ
ラ
ナ
ー
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）
の
範
囲

は
三
・
二
〜
六
十
八
ピ
コ
グ
ラ

ム
、
平
均
値
は
二
十
五
ピ
コ
グ

ラ
ム
で 

（
別
表
２
）、
濃
度
範

囲
・
平
均
値
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
に
環
境
省
が
国
内
で
実
施
し

た
調
査
結
果
の
範
囲
内
で
し
た

（
別
表
３
）。

　

ま
た
、
血
液
中
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
濃
度
と
各
調
査
項
目
と
の

関
係
で
は
次
の
よ
う
な
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。

　

・
年
齢
と
血
液
中
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
に
関
係
が
あ
る
と

い
う
国
の
調
査
と
同
様
な
一
般

的
傾
向
が
み
ら
れ
た

　

・
第
二
清
掃
工
場
か
ら
対
象

者
の
居
住
地
ま
で
の
水
平
距
離

や
方
位
と
血
液
中
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
濃
度
に
は
関
係
が
み
ら
れ

て
い
な
い

　

・
脂
肪
酸
分
画
（
注
）
と
血

液
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
に

関
係
が
あ
る
と
い
う
国
の
調
査

と
同
様
な
一
般
的
傾
向
が
み
ら

れ
た

　
・
甲
状
腺
機
能
、
免
疫
機
能
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
関
連
項
目
と
血

液
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
に

は
、
明
確
な
関
連
は
み
ら
れ
な

か
っ
た

　

第
二
清
掃
工
場
は
４
月
に
本

格
稼
動
し
ま
す
が
、
稼
動
後
一

年
以
降
に
再
度
調
査
を
行
い
、

健
康
へ
の
影
響
を
確
認
し
ま

す
。

　
（
注
）
脂
肪
酸
分
画
＝
食
生

活
と
の
関
連
性
が
高
い
脂
肪
酸

四
種
類
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ
Ｈ
Ａ
な

ど
）

　

問
清
掃
工
場
建
設
課
☎
７
１

６
７
│
１
１
４
０

距離区分 対象者数（人） 平均年齢
（歳）男性 女性 計

1 ㎞未満 7 31 38 53.4
1 ㎞以遠 2 6 8 47.8
計 9 37 46 52.4

1㎞未満
（38人）

1㎞以上
（8人）

計
（46人）

PCDD＋ PCDF
 平均値 14 16 14
 標準偏差 6.5 8.5 6.8
 中央値 12 14 13
 範　囲 2.4 ～ 29 6.7 ～ 33 2.4 ～ 33
コプラナーＰＣＢ
 平均値　 9.9 12 10
 標準偏差 6.5 12 7.5
 中央値 9.1 7.5 8.4
 範　囲 0.44 ～ 31 2.4 ～ 35 0.44 ～ 35
PCDD＋ PCDF＋コプラナーＰＣＢ
 平均値 24 28 25
 標準偏差 13 20 14
 中央値 25 20 22
 範　囲 3.2 ～ 59 9.1 ～ 68 3.2 ～ 68

■表1　調査対象者の属性

■表2　血液中ダイオキシン類濃度の測
定結果   　（pg-TEQ/g-fat…注）

（注）ダイオキシン類は種類によって毒
性が大きく異なるため、毒性を評
価するときには、毒性等量（TEQ）
という単位が使われる。表の値は
血液中の脂肪1グラム当たりの毒
性等量を示す。なお、1pg（ピコ
グラム）は1兆分の1グラムのこと

　

街
な
か
に
は
ん
ら
ん
す
る
立

て
看
板
や
張
り
紙
、
張
り
札
。

道
路
や
歩
道
上
に
無
許
可
で
置

か
れ
張
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の

違
法
広
告
物
は
、
街
の
美
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
通
行
の

妨
げ
に
な
っ
た
り
風
で
外
れ
て

危
険
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
国
の

「
屋
外
広
告
物
法
」
と
県
の
「
屋

外
広
告
物
条
例
」
で
は
こ
う
し

た
迷
惑
看
板
等
を
減
ら
す
た
め

の
規
定
が
設
け
て
あ
り
、
市
で

は
、
こ
れ
に
従
い
こ
れ
ま
で
も

柏
駅
周
辺
で
月
に
四
・
五
回
、

撤
去
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
従
来
の
規
定
で
は

対
象
と
な
る
広
告
物
が
張
り
紙

と
紙
を
張
っ
た
立
て
看
板
・
張

り
札
に
限
ら
れ
て
い
て
、
し
か

も
置
か
れ
て
か
ら
相
当
な
期
間

が
経
過
し
て
い
な
い
と
撤
去
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
び

国
の
法
律
改
正
に
伴
い
昨
年
12

月
に
県
の
条
例
が
改
正
さ
れ
、

撤
去
で
き
る
広
告
物
が
大
幅
に

増
え
、「
管
理
さ
れ
ず
に
放
置

さ
れ
て
い
る
」
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、
撤
去
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
市
に
申
請
し
許
可
を

受
け
て
い
な
い
広
告
物
で
道
路

（
歩
道
も
含
む
）
上
に
置
か
れ

た
別
図
の
も
の
が
新
た
に
撤
去

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
撤
去
後
一
時
的
に

市
が
保
管
し
、公
示
を
し
た
後
、

県
の
条
例
で
定
め
る
期
間
（
広

告
物
に
よ
っ
て
異
な
る
。
お
お

む
ね
二
日
〜
二
週
間
程
度
）
を

経
過
し
た
も
の
は
売
却
・
廃
棄

処
分
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
商
店
会
等
と
協

力
し
な
が
ら
、
街
の
景
観
と
道

路
の
安
全
が
守
ら
れ
る
よ
う
、

撤
去
作
業
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

問
土
木
総
務
課
☎
７
１
６
７

│
１
２
９
９

■新たに撤去できることとなった違法広告物 張り札類似
物（プラス
チック板に
直接塗装・
ベニヤ板に
ビニールシ
ート張り）

のぼり旗

立て看板
（枠にビ
ニールシ
ート張り）

立て看板
（枠がビ
ニールパ
イプ）

立て看板
（台付き）

立て看板
（鉄板に
直接塗装
・印刷）

パンフレ
ット類を
置いた立
て看板類
似物

ベンチ広
告

広告内容
を着脱可
能な立て
看板類似
物

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
健
康
影
響
調
査

第
二
清
掃
工
場

監
査
の
結
果
に
つ
い
て

STOP! 迷惑看板

屋外広告物法などが改正
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ス
マ
ト
ラ
島
沖
の
地
震
が
引
き
起

こ
し
た
大
津
波
は
沿
岸
地
域
に
未
曾

有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
繰
り
返
し
放
映
さ
れ
る

津
波
の
来
襲
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
し

た
。
家
屋
、
樹
々
、
車
、
人
す
べ
て

が
巨
大
な
海
水
の
壁
に
飲
み
込
ま

れ
、
流
し
去
ら
れ
る
様
子
が
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

か
つ
て
三
陸
海
岸
地
方
を
旅
行
し

た
折
、
細
長
い
湾
の
奥
に
集
落
を
取

り
囲
む
よ
う
に
築
か
れ
た
防
潮
堤
を

目
に
し
、
そ
の
高
さ
に
信
じ
ら
れ
な

い
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
沿
岸
の
開
発
途
上
国
の
よ

う
に
防
波
堤
や
防
潮
堤
の
な
い
地
域

で
は
、
津
波
に
よ
る
物
的
な
被
害
は

避
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
住
民
に
避
難
す
る
時

間
さ
え
あ
れ
ば
多
く
の
人
々
が
救
わ

れ
た
は
ず
で
す
。

　

地
震
や
台
風
、
大
雨
な
ど
ひ
と
た

び
自
然
の
異
変
が
起
こ
っ
た
時
、
被

害
を
想
定
し
た
事
前
の
警
報
が
い
か

に
重
要
か
あ
ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
を
含
む
国
際
的
な
協
力
の

も
と
に
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
地
域
に
津

波
の
早
期
通
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
結
構
な
の
で
す
が
、
で
は
太
平
洋

沿
岸
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
と
心
配
に

な
り
ま
す
。

　

日
本
は
、
防
災
対
策
の
面
で
は

数
々
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

今
こ
そ
、
そ
の
実
績
を
も
っ
て
地
球

上
の
安
全
に
寄
与
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

　

昨
年
末
に
柏
在
住
の
外
国
人
の
か

た
が
た
と
対
談
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
や
は
り
地
震
の
こ
と

が
心
配
な
よ
う
で
す
。
特
に
テ
レ
ビ

の
地
震
速
報
や
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
て
、
何
が
報
道
さ
れ
て
い
る
の
か

よ
く
分
か
ら
な
い
、
自
分
た
ち
は
ど

う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
不
安
を
一
層
大
き

く
し
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

こ
の
状
況
は
高
齢
者
や
情
報
伝
達

に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
か
た

に
も
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
防
災
の
基
本
は
す
べ
て

の
人
に
災
害
情
報
を
早
く
正
確
に
伝

え
る
こ
と
で
す
。
情
報
の
伝
達
網
か

ら
も
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
た
ち
は

い
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
市

民
全
員
に
一
番
大
切
な
情
報
を
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
今
年
は
そ
の

方
法
を
点
検
し
、
強
化
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

インド洋大津波からの教訓

　今、市民の皆さんによる自主的な社会貢献活動が盛んです。市では、昨年１０月に「市民公益活動
促進条例」を施行しました。今後は、市民公益活動団体やこうした活動に興味がある市民の皆さんを支
援するため、「（仮称）市民公益活動支援センター」の設置を検討します。今回は、センターで提供するサ
ービスの内容や運営方法のあり方などについて検討を行うメンバーを募集します。なお、検討にあたっ
ては、議論を円滑に進めるために、ワークショップ（作業を伴う検討方法）などを採り入れる予定です。

「（仮称）市民公益活動支援センターを考える会」のメンバーを募集 柏市環境学習研究施設の愛称を募集

対 象

任 期

謝礼等
申し込み

問市民活動推進課 ☎7167－1126

申し込み

　環境について勉強したり研究したりするための環境学習研究施設が、４月から
稼動する第二清掃工場内にオープンします。施設
は、市民や市民団体などの環境に関する交流・
研究の場となることが期待されます。施設の運営
体制や事業内容などは、現在、学識経験者や市
民の代表者などで構成される委員会で検討してい
ます。今回、この施設の愛称を募集します。

問環境保全課 ☎7163－4422

市内で活動する市民公益活動団体に参加しているかたかこれらの活動に興味がある満
１８歳以上のかた、１５人程度※外国人登録をしているかたを含む
平成１７年３月～１０月（予定）※会議等は、月１～２回程度開催し、市長へ「提言書」を提出
し解散
なし
市民活動推進課（市役所第２庁舎１階）で配布する申込書に必要事項を書いて、「市民
公益活動の活性化」または「（仮称）市民公益活動支援センターに求められる機能」をテー
マにした1,000字程度のレポート（日本語に限る。様式は自由）を添え、〒277－8505　柏市
役所市民活動推進課へ、２月２１日㈪までに郵送（必着）か直接※レポートと申込書をもとに
選考。申込書は市のホームページ（アドレスは1面欄外）でも入手可

施設には交流スペースや
分析室（写真）等があり、公
開講座・自然観察会といっ
た環境学習や環境保全に
ついての研究、環境監視情
報の提供を行う予定です

はがきに、愛称の案と住所・氏名・
電話番号を書いて、〒277－8505
柏市役所環境保全課へ、2月18
日㈮までに郵送（必着）かメール
（kankyohozen@city.kashiwa.
chiba.jp）で

　

現
在
、
柏
市
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
平
成
13
年
度
を
ス
タ
ー
ト

と
し
た
、「
柏
市
第
四
次
総
合

計
画
（
別
掲
「
総
合
計
画
っ
て

な
あ
に
？
」
参
照
）」
に
基
づ

い
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
の
「
基
本
計
画
」
に
つ
い

て
は
五
年
ご
と
に
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
前
期
基
本
計

画
が
平
成
17
年
度
で
終
了
す
る

た
め
、
市
で
は
平
成
18
〜
22
年

度
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
、「
中
期
基
本
計
画
」
の
作

成
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
基
礎
調
査
と
し
て

公
募
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
「
柏
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
話
そ
う
会
」
の
開
催
（
別
掲

「
中
期
基
本
計
画
作
成
の
ポ
イ

ン
ト
」
参
照
）
や
有
識
者
等
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
市
民
意
識
調

査
の
分
析
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
、
意
見
・
提
言
な
ど
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
あ

な
た
の
声
を
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
こ
の
基
礎
調
査
を
経

て
、
来
年
度
は
総
合
計
画
審
議

会
を
設
置
し
、
計
画
の
作
成
に

入
り
ま
す
。

　
〈
中
期
基
本
計
画
に
対
す
る

意
見
募
集
〉

　

対
象　

柏
市
・
沼
南
町
に
在

住
・
在
勤
の
か
た

　

応
募
方
法　

中
期
基
本
計
画

に
盛
り
込
む
施
策
に
関
す
る
提

言
（
複
数
可
。
様
式
は
自
由
。

匿
名
で
も
可
）
を
簡
潔
に
書
い

て
、
〒
２
７
７―

８
５
０
５

柏
市
役
所
企
画
調
整
課
へ
、
２

月
28
日（
月
）ま
で
に
郵
送（
必

着
）
す
る
か
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー

ル
（k

-k
ik
ak
u
@
vesta.

ocn.ne.jp

）
で

　

問
企
画
調
整
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
１
７
・
℻
７
１
６
７
│

６
６
４
４　

中期基本計画作成のポイント
　沼南町と連携し作成
　新しい中期基本計画は、沼南町域も含んだ
計画となることから、「柏のまちづくりについて
話そう会」で4人の沼南町民のかたに参加いた
だくなど、両市町が連携して作成に取り組んで
います。また中期基本計画には、新市建設計画
の内容を含むことを基本に検討を進めます。
　つくばエクスプレス開業後の街づくり
　等も展望に入れて
　市では、合併以外にもつくばエクスプレス開
業後の街づくりや、少子・高齢社会への対応、
環境共生、また中核市への移行など、地方分権
社会に対応した自治体・柏市として、より一層
の取り組みが求められる課題を踏まえて中期基
本計画の作成に取り組んでいきます。
　市民の皆さんによる「話そう会」を開催
　市民と行政との協働を進める一環として、公
募等による18人の柏市民・沼南町民のかたで
構成する「柏のまちづくりについて話そう会」を
開催しています。これまでに8回の会議を行い、
幅広いご意見・ご要望をいただいています。2月
中には、最終的なとりまとめを行う予定です。
※中期基本計画は、現在の基本構想に基づき
作成します。現在の基本構想、前期基本計画
は、行政資料室（市役所第２庁舎１階）で閲覧
できるほか、市のホームページ（アドレスは1
面欄外）でも公表しています

総合計画ってなあに？
　総合計画は、まちづくりの目標である将来都市像を
掲げ、それを実現するための施策を明らかにするため
の“設計書”で、体系的・計画的に事業を進めていく
ための指針となるものです。基本構想・基本計画・
実施計画から成ります。

基本構想
今後のまちづくりの目標である将来都市像を示し、そ
れを実現するための基本的な方向性（施策の大綱）を
示したもの。計画期間は、平成13～ 27年度の15年間

基本計画
基本構想を実現するため、基本的な施策や事業を体系的に
示し、重点的に取り組むべき事業や、施策・事業の推進の
ための行財政運営のあり方等を示したもの。基本構想の計
画期間を前・中・後期の3期に分け、1期5カ年の計画

実施計画
基本計画で示した施策や事業を実際に行うための
具体的な計画。3カ年の計画で、１年おきに見直す

　

３
月
28
日
（
月
）、
柏
市
と

沼
南
町
が
合
併
し
、
新
「
柏

市
」
が
誕
生
し
ま
す
。
こ
の
合

併
を
記
念
し
て
、
３
月
28
日
か

ら
の
一
年
間
、「
と
も
に
つ
く

る　

い
き
い
き
柏
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
合
併
記
念
事
業
を
行
い

ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
町
会
や

学
校
、
公
民
館
な
ど
こ
れ
ま
で

別
々
の
生
活
圏
だ
っ
た
両
市
町

民
が
、
合
併
後
に
交
流
し
、
お

互
い
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
な
「
交
流
の
き
っ
か
け
」
と

な
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま

す
。
こ
の
事
業
の
実
施
に
市
民

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
皆
さ
ん
が
自
ら
企
画

・
実
施
す
る
合
併
記
念
事
業
を

募
集
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格　

柏
市
・
沼
南
町

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た

か
両
市
町
で
主
な
活
動
を
行
う

法
人
・
団
体

　

対
象
と
な
る
事
業  

新
市
の

市
民
・
法
人
・
団
体
が
企
画
・

実
施
す
る
次
の
事
業
①
両
市
町

の
地
勢
・
歴
史
・
文
化
等
に
つ

い
て
市
民
の
理
解
を
深
め
る
も

の
②
市
民
の
交
流
を
促
進
す
る

も
の
③
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

契
機
と
な
る
も
の
④
そ
の
他
合

併
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
※

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
や
政

治
・
宗
教
に
関
す
る
も
の
、
物

品
の
購
入
だ
け
を
目
的
と
す
る

も
の
は
対
象
外

　

事
業
の
実
施
期
間　

３
月
28

日（
月
）〜
来
年
３
月
31
日（
金
）

※
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
５
月
１
日

（
日
）
〜
来
年
３
月
31
日
（
金
）

　

支
援
内
容　

①
補
助
金
の
交

付
（
補
助
金
の
額
は
、
補
助
の

対
象
経
費
の
二
分
の
一
以
内
で

十
万
円
を
限
度
と
し
、
事
業
終

了
後
に
交
付
）
②
事
業
名
に
対

す
る
「
柏
市
・
沼
南
町
合
併
記

念
」
の
付
与
③
事
業
実
施
の
後

援
④
事
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
支
援

※
事
業
の
内
容
に
よ
り
異
な
る

　

申
し
込
み　

柏
市
・
沼
南
町

合
併
協
議
会
事
務
局
（
市
役
所

分
室
一
階
）
か
沼
南
町
企
画
課

で
配
布
し
て
い
る
所
定
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

〒
２
７
７
│
８
５
０
５　

柏
市

役
所
柏
市
・
沼
南
町
合
併
協
議

会
事
務
局
へ
、
２
月
28
日

（
月
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

す
る
か
フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル

（jim
ukyoku@

kashiw
a

-shonan.jp

）
で
※
メ
ー
ル

の
場
合
は
、
応
募
用
紙
と
同

じ
項
目
を
記
入
の
こ
と
。
補

助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
補
助
金
交
付
関
係
書

の
提
出
も
必
要
。
応
募
用
紙
は

合
併
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kashiw

a-
shonan.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

　

支
援
の
決
定　

柏
市
・
沼
南

町
合
併
記
念
事
業
選
定
委
員
会

で
審
査
し
、
選
定
。
結
果
は
応

募
者
全
員
に
通
知

　

問
柏
市
・
沼
南
町
合
併
協
議

会
事
務
局
☎
７
１
６
７
│
１
１

７
３
・
℻
７
１
６
６
│
５
２
９

５

街
の
設
計
書
に
あ
な
た
の
声
を

中
期
基
本
計
画
へ
の
意
見
を
募
集

交
流
の
き
っ
か
け
に

合
併
記
念
事
業
を
募
集
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税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る

か
た
や
、
給
与
所
得
だ
け
の
か

た
で
給
与
支
払
報
告
書
が
市
役

所
に
提
出
さ
れ
る
か
た
（
提
出

の
有
無
は
勤
務
先
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
）
に
つ
い
て
は
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
以
外
の
か
た
で
次
の
①
・
②

に
該
当
す
る
か
た
は
忘
れ
ず
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
申
告
が
必
要
な
か
た
】

　

①
平
成
17
年
１
月
１
日
現

在
、
柏
市
に
住
ん
で
い
る
か
た

で
、
平
成
16
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
次
の
金
額
を
超
え
る
か

た
・
被
扶
養
者
が
い
な
い
場
合

三
十
一
万
五
千
円
※
例
え

ば
、
給
与
収
入
で
年
間
九
十

六
万
五
千
円

・
被
扶
養
者
が
い
る
場
合

三
十
一
万
五
千
円
×
（
被
扶

養
者
数
＋
１
）
＋
十
九
万
八

千
円

　

②
平
成
17
年
１
月
１
日
現

在
、
柏
市
に
住
ん
で
い
な
い
か

た
で
、
柏
市
内
に
事
務
所
・
事

業
所
や
家
屋
敷
が
あ
る
か
た

（
単
身
赴
任
な
ど
で
柏
市
内
に

家
族
が
住
ん
で
い
る
場
合
も
含

む
）

　

※
所
得
が
無
か
っ
た
か
た
な

ど
、
①
・
②
に
該
当
し
な
い
か

た
で
も
、
税
証
明
が
必
要
な
か

た
や
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減

な
ど
を
受
け
た
い
か
た
は
申
告

し
て
く
だ
さ
い　

　
【
申
告
に
必
要
な
書
類
等
】

　

①
給
与
所
得
・
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票

　

②
報
酬
等
の
支
払
い
調
書

　

③
帳
簿
や
必
要
経
費
の
領
収

書
な
ど

　

④
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険

料
の
控
除
証
明
書

　

⑤
医
療
費
の
領
収
書
と
入
院

給
付
金
・
出
産
育
児
一
時
金
な

ど
保
険
等
で
医
療
費
が
補
て
ん

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

金
額
が
確
認
で
き
る
も
の

　

⑥
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護

保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
の

領
収
書
か
そ
の
金
額
の
わ
か
る

も
の
な
ど

　

⑦
印
鑑
（
認
印
）・
ボ
ー
ル

ペ
ン　

　

※
証
明
書
類
は
平
成
16
年
中

の
も
の
。
①
〜
⑤
は
コ
ピ
ー
不

可
。
⑤
・
⑥
は
必
ず
集
計
を
済

ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
【
受
付
日
程
・
会
場
等
】

　

別
表
１
の
と
お
り　

　

各
受
付
会
場
で
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
書
を
受
け
付
け
る

ほ
か
、
別
表
１
の
内
容
欄
に
あ

る
①
〜
③
に
該
当
す
る
確
定
申

告
に
限
り
、
記
載
方
法
の
自
書

作
成
指
導
と
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
柏
税
務
署
か
ら

郵
送
さ
れ
た
申
告
書
を
お
持
ち

の
か
た
や
、
事
業
所
得
・
不
動

産
所
得
・
譲
渡
所
得
の
あ
る
か

た
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
た
い
か
た
な
ど
、
指
導

内
容
が
複
雑
で
時
間
が
か
か
る

か
た
は
柏
税
務
署
へ
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
郵

送
に
よ
る
受
け
付
け
も
行
っ
て

い
ま
す
。
申
告
書
を
自
分
で
書

い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５

柏
市
役
所
市
民
税
課
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
・
県
民
税
の
計
算

方
法
は
別
掲
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　

問
市
民
税
課
☎
７
１
６
７
│

１
１
２
４

2月1日㈫
2日㈬
3日㈭

南部近隣センター

光ケ丘近隣センター

※2月20日㈰・27日㈰の午前9時～11時半・午後1時～4時にも市役所第2庁舎1
階ロビーで市・県民税の申告相談を行います

※譲渡所得・不動産所得・事業所得があるかた、住宅ローン控除を受けるか
たは、直接、柏税務署に申告してください

※車での来場はご遠慮を
※タッチパネルの設置はありません

4日㈮
7日㈪
8日㈫
9日㈬
10日㈭

18日㈮
17日㈭

南部近隣センター
藤心近隣センター
増尾近隣センター
増尾近隣センター
松葉近隣センター
松葉近隣センター

藤心近隣センター
布施近隣センター布施近隣センター

■表 1　市民税・県民税の申告受け付け

・市民税・県民税の申
告の受け付け

・次の①～③の確定申
告書の記載方法の指
導と受け付け

 ①給与所得者で医療費
控除を受けるかた
の申告

 ②中途退職などにより
年末調整が済んで
いないかたの申告

 ③年金受給者で申告が
必要なかたの申告

午前9時半
～11時半・
午後1時～4
時

と　き 内　容

午前9時～
11時半・午
後1時～4時

市役所第2庁舎1階
ロビー

2月16日㈬～
3月15日㈫
※土・日曜
日を除く

と　こ　ろ 受付時間

　

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
受
け
付

け
が
、
２
月
16
日
（
水
）
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
の
平
成
16
年
中
（
平

成
16
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
）
の
所
得

の
状
況
に
つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
火
）

ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

表7Ａ・Ｂ

　市民税と県民税は、住民のかたに広く平等に負担していただく「均等割」とそのかたの所得
に応じて負担していただく「所得割」の額の合計により算出されます。
　なお、単身赴任などで柏市内に家族が住んでいる家屋敷（借家を含む）があるかたは、「均
等割」の額だけ負担していただきます。

均
等
割

所
得
割

＋

市民税
3,000円
県民税
1,000円

所得 所得控除
－ ×

市民税
の税率 控除額 税額

控除
定率減
税など

市
民
税
額

県民税
の税率 控除額

税額
控除

定率減
税など

県
民
税
額

－

－

－

－

＝

＝

－

－

＝

＝
表2・3 表4・5

表6

表6

表6

表6

表7②

表7①

■表2　給与所得の所得速算表

～650,999円
651,000円

～1,618,999円
1,619,000円
～1,619,999円
1,620,000円
～1,621,999円
1,622,000円
～1,623,999円
1,624,000円
～1,627,999円
1,628,000円
～1,799,999円
1,800,000円
～3,599,999円
3,600,000円
～6,599,999円
6,600,000円
～9,999,999円
10,000,000円～

0円
Ａ－650,000円

969,000円

970,000円

972,000円

974,000円

Ｂ×2.4円
Ｂ×2.8

－180,000円
Ｂ×3.2

－540,000円
Ａ×0.9

－1,200,000円
Ａ×0.95

－1,700,000円

Ａの金額 給与所得額

※Ａ＝給与等の収入金額
　Ｂ＝Ａ÷4（1,000円未満切捨て）

■表3　公的年金等雑所得の所得速算表
年齢 年金収入額 年金所得額

65歳未満
の か た
（昭和15
年1月2日
以降に生
まれたか
た）

65歳以上
の か た
（昭和15
年1月1日
以前に生
まれたか
た）

130万円未満

130万円以上
410万円未満
410万円以上
770万円未満

770万円以上

260万円未満

260万円以上
460万円未満

460万円以上
820万円未満

820万円以上

年金収入額
－700,000円
年金収入額×75％
－375,000円
年金収入額×85％
－785,000円

年金収入額×95％
－1,555,000円

年金収入額×75％
－750,000円

年金収入額
－1,400,000円

年金収入額×85％
－1,210,000円

年金収入額×95％
－2,030,000円

■表4　所得控除
種類 控除額 区　　分

基礎控除

配偶者控除

配偶者特別
控除（※）

扶養控除

障害者控除

社会保険料
控除
生命保険料
控除

損害保険料
控除

33万円
33万円
38万円

33万円を上限

33万円
45万円
38万円
45万円
26万円
30万円

支払額の全額

3万5千円を上限

2千円を上限
1万円を上限（短
期・長期合わせて）

申告するすべてのかた
一般
老人（昭和10年1月1日以前に生まれたかた）
配偶者の合計所得金額が380,001円～759,999円の場合
（配偶者控除と同時に適用することはできません）
一般
特定（昭和57年1月2日～昭和64年1月1日に生まれたかた）
老人（昭和10年1月1日以前に生まれたかた）
同居老親（昭和10年1月1日以前に生まれた同居の親等）
一般障害者
特別障害者（同居の場合は扶養控除に23万円を加算）
国民健康保険料、国民年金保険料、介護保険料、その
他の社会保険料
一般の生命保険料…生命保険料や簡易保険料を支払った場合
個人年金の保険料…個人年金保険料を支払った場合
短期…火災保険や傷害保険などの保険料で長期以外のもの
長期…保険期間が10年以上で満期返戻金などを支払う
特約のあるもの

■表5　申告者本人に適用される控除
種類 控除額 区　　分

老年者控除（※1）
寡婦控除

特別寡婦
寡夫控除

勤労学生控除

障害者控除

48万円
26万円

30万円
26万円

26万円

26万円
30万円

昭和15年1月1日以前に生まれたかた
離婚＝子か扶養家族がいる
死別＝子か扶養家族がいるか、合計所得が500万円以下

離婚か死別し、子がいて、合計所得が500万円以下

勤労学生で、合計所得が65万円以下（ただし、勤労以
外による所得が10万円以下）
一般障害者
特別障害者

※1　合計所得金額が1,000万円を超える場合は受けられません
※2　子とは、他の人の扶養になっていない合計所得金額が38万円以下の生計を共にする子

■表6　市民税・県民税の税率

課税総所得金額
市民税 県民税

税率 税率速算控除額 速算控除額
200万円以下
200万1,000円～700万円
700万1,000円以上

3％
8％
10％

－
10万円
24万円

2％

3％

－

7万円
■表7　定率減税
Ａ：定率減税前県民税所得割額（100円未満切り捨て）
Ｂ：定率減税前市民税所得割額（100円未満切り捨て）
Ｃ：（Ａ＋Ｂ）×15％（100円未満切り上げ。4万円を超える場合は4万円とする）
①県民税にかかる定率控除の額＝Ｃ×Ａ÷（Ａ＋Ｂ）（100円未満切り上げ）
②市民税にかかる定率控除の額＝Ｃ－上記①の金額

◎市・県民税の計算は税制改正により変更になる場合があります

※本人の合計所得金額が1,000万円を超える場合は受けられません

100円未満
は切り捨て

1,000円未満は切り捨て
課税総所得金額 定率減

税前の
税額

配当控
除など

配当控
除など

給与所得は表
2、公的年金等
雑所得は表3で
求める

納税者の実情に合
わせた税負担とす
るため所得から一
定額を引くもの

3万5千円を上限

市
・
県
民
税
の
申
告

２
月
16
日
か
ら
受
け
付
け

市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
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【
申
告
が
必
要
な
か
た
】

　

所
得
金
額
の
合
計
額
が
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
て
い

て
、
次
に
該
当
す
る
か
た

　

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
給
与

所
得
が
あ
る
か
た
の
場
合

　

①
平
成
16
年
中
の
給
与
収
入

金
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
か

た
　

②
給
与
を
一
カ
所
か
ら
受
け

て
い
て
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
か
た

　

③
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
て
、
年
末
調
整
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と

給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
各
種

の
所
得
金
額
と
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
か
た

　

④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の

親
族
な
ど
で
、
そ
の
同
族
会
社

か
ら
給
与
の
ほ
か
に
、
貸
付
金

の
利
子
、
店
舗
・
工
場
な
ど
の

賃
借
料
、
機
械
・
器
具
の
使
用

料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
た
か

た
　

●
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得

な
ど
が
あ
る
か
た
の
場
合

　

①
平
成
16
年
分
の
各
種
の
所

得
金
額
の
合
計
額
か
ら
、
扶
養

控
除
・
基
礎
控
除
そ
の
他
の
所

得
控
除
を
差
し
引
い
て
、
そ
の

金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し
た
税

額
か
ら
、
配
当
控
除
額
と
定
率

減
税
額
を
差
し
引
い
て
残
額
の

あ
る
か
た

　

②
土
地
（
借
地
権
）・
建
物

な
ど
の
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会
員

権
な
ど
資
産
を
売
っ
た
か
た

　

※
平
成
16
年
中
に
株
式
を
売

却
し
損
失
が
出
た
場
合
、
翌
年

以
降
に
繰
り
越
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
要
件
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
【
受
付
会
場
・
期
間
】

　

柏
税
務
署
＝
２
月
16
日（
水
）

〜
３
月
15
日
（
火
）（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
２
月

20
日
・
27
日
の
各
日
曜
日
は
午

前
９
時
〜
正
午
と
午
後
1
時
〜

５
時
に
申
告
書
用
紙
の
配
布
・

申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
・

申
告
書
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
）
※
柏
税
務
署
の
駐
車
場
は

臨
時
申
告
会
場
を
設
置
し
た
た

め
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

◎
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で

も
で
き
ま
す
。
申
告
書
を
自
分

で
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５

２
２　

柏
税
務
署
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
収
受
印
の

あ
る
申
告
書
の
「
控
」
の
返
送

を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
あ

て
先
を
書
い
た
返
信
用
の
封
筒

に
、
切
手
を
張
っ
て
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
柏
税
務
署

の
正
門
に
あ
る
「
時
間
外
文
書

収
受
箱
」
に
投
か
ん
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す　

　
【
必
要
な
書
類
等
】

　

市
・
県
民
税
の
申
告
の
場
合

と
お
お
む
ね
同
じ
で
す
が
、
雑

損
控
除
・
寄
付
金
控
除
・
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
）を
受
け
る
か
た
は
、

必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
柏
税
務
署
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
※
証
明
書
類
は
平
成

16
年
中
の
も
の

　
【
そ
の
他
】　

　

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成

や
検
算
が
で
き
、
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
タ
ー
で
印
刷
す
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド

レ
ス
はhttp://w

w
w
.nta.

go.jp/

）
の
「
確
定
申
告
特

集
ペ
ー
ジ
」
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

②
申
告
に
来
た
人
が
自
分
で

作
成
す
る
「
自
書
申
告
」
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。申
告
書
は「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

に
従
っ
て
記
入
し
て
い
く
と
、

所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単
に

で
き
、
申
告
書
へ
の
転
記
も
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す

　

③
柏
税
務
署
に
は
申
告
書
の

作
成
が
簡
単
に
行
え
る
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
（
申
告
書
作
成
支
援
シ

ス
テ
ム
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い

　

④
税
理
士
の
資
格
の
な
い
人

が
税
務
代
理
や
税
務
書
類
の
作

成
を
行
う
こ
と
は
違
法
行
為
で

す
。
い
わ
ゆ
る「
に
せ
税
理
士
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

⑤
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
（e-tax

）
を
利
用
す

れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
所
得
税
な
ど
国
税
の
申

告
・
納
税
・
申
請
・
届
け
出
等

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

e-tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
はhttp://w

w
w
.

e-tax.nta.go.jp

）
や
ヘ
ル

プ
デ
ス
ク
（
☎
０
５
７
０
│
０

１
５
９
０
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　

問
柏
税
務
署
☎
７
１
４
６
│

２
３
２
１

2月17日㈭
～23日㈬午
前9時～11
時半・午後
1時～3時半
※土・日曜
日を除く

市役所第2
庁舎1階ロ
ビー

①小規模事業者の
かた②給与所得者
で医療費控除を受
けるかた③中途退
職などにより年末
調整が済んでいな
いかた④年金受給
者で申告が必要な
かた

※譲渡所得のあるかたや相談内容の複雑な
かたは、直接、柏税務署に申告してくだ
さい
※車での来場はご遠慮を

千葉県税理士会柏支部の

と　き ところ 対　象

　確定申告の必要がないかたでも、次の
ようなかたは確定申告をすると所得税の
還付を受けられる場合があります。
　◉医療費控除・雑損控除・寄付金控除・
住宅ローン控除（住宅借入金等特別控
除）を受けるかた

　◉中途退職等により年末調整を受けてい
ないかた

　◉退職所得のあるかたでその所得を含め
て申告することにより源泉徴収された
所得税から定率減税を受けることがで
きるかた
　還付申告はすでに柏税務署で受け付け
を行っています。早めに申告をしてくだ
さい。　　　　　　
　なお、還付を受ける場合は振込先金融
機関の口座番号(申告者本人名義)の記入
が必要です。

所得税の還付申告

所得税の無料申告相談

■柏税務署案内図

代々木
ゼミ

岡田
  　病院東武

　野田線

国道6号

　
　

島

　
　
　
　

屋

柏駅 JR常磐線

柏
一
小

至松戸 至我孫子

至野田
柏税務署

N

至松戸 至我孫子

（西口） ※柏駅西口から
徒歩10分

事例1　妻がパートタイムで働いている場合

　私はパートタイムで働い
ていて去年の収入は102万
円でした。他に収入はあり
ません。この場合、私に税
金がかかりますか？また、
夫の扶養に入れますか？

答　右上表「パート収入と課税の関係」のと
おり、あなた自身には所得税は課税されませ
んが、市・県民税はかかります。
　同じ市内に住む夫と生計を共にしている場
合は、妻に均等割は課税されませんでした
が、一定の所得金額を超えると今回の申告
（平成17年度の市・県民税）からは半額の年
間2,000円、平成18年度から全額の4,000円が
課税されることになります。
　また、収入が103万円以下ですので扶養の
範囲内であり、夫が配偶者控除を受けること
ができます。
　ただし、今回の申告から、配偶者控除と配
偶者特別控除を同時に受けることができなく
なったため、夫が配偶者特別控除を受けるこ
とはできません。
　ちなみに、給与収入が103万円超141万円未
満の場合、配偶者は配偶者控除を受けること
はできませんが、配偶者特別控除を受けるこ
とができます（従来どおり）。

事例２　年金収入だけで生活している場合

　夫婦ともに公的年金
のみで生活していま
す。申告する必要はあ
りますか？

答　所得税は、所得の
合計額が所得控除額よ
り少ない場合は確定申告をする必要はありま
せん。ただし、所得税が源泉徴収されている
場合、確定申告をすることでその還付を受け
られることがあります。また、所得税の確定
申告をした場合は、市・県民税（住民税）の
申告は必要ありません。市・県民税は下表
「税金のかからない限度額」を参考にして、
超える場合は申告してください。

事例３　退職して市外へ転出した場合　

　今年の3月に退職し転出する予定ですが、現
在会社から給与天引きされている市・県民税
の手続きはどうなりますか？

答　現在天引きされている市・県民税は、平
成15年中の所得に応じて算出され、平成16年
の6月から翌年の5月にかけて分割して納付し
ていただいているものです。
　従って退職により引くことのできなくなっ
た残額分は最後の給与で一括して納付してい
ただくようようになります。給与天引きがで
きなかったかたの場合は、市役所からの納税
通知書により、自分で直接納めていただくよ
うになります。
　また、このことについてあなた自身が手続
きをしていただく必要はありません。
　なお、年の途中で転出された場合であって
も、賦課期日(1月1日)現在の住所地へ年額分
の市・県民税を納付していただくようになり
ます。

事例4　税務署でないと申告できない場合

　昨年、市の申告会場に行きましたが、税務
署で相談するように言われました。税務署で
なければ指導できない申告にはどのようなも
のがありますか。

答　市役所で受ける申告は、市・県民税の申
告のほか、確定申告については税務署との協
議により簡易な申告に限られています（4ペー
ジの表1参照）。そのため、次に該当する申告
書の指導は税務署で行います。
①住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）
の申告②青色申告③土地建物・株式・ゴルフ
会員権等の譲渡所得の申告④事業・農業・不
動産所得の収支内訳書の作成が必要な申告⑤
平成16年分以外の申告⑥外国人のかたの申告
⑦亡くなったかたの申告⑧訂正申告等
　これらの申告については、柏税務署（☎
7146－2321）にご相談ください。

■パート収入と課税関係

妻のパート
収入

妻自身の税金
所得税 市・県民税

所得割均等割

夫の配
偶者控
除

夫の配
偶者特
別控除

96万5千円
以下
96万5千円超
100万円以下
1 0 0万円超
103万円以下
1 0 3万円超
141万円未満
141万円以上

かから
ない

かから
ない

かから
ない

かから
ない

かから
ない
かから
ない

かかる

かかるかかる

かかる かかるかかる

かかる かかるかかる

受けら
れる
受けら
れる
受けら
れる

受けら
れる

受けら
れない
受けら
れない

受けら
れない

※ 受 け
られない

※ 受 け
られない

※ 受 け
られない

※配偶者控除と重複して控除される部分について
は、今回の申告（平成16年分の所得税、平成17
年度の市・県民税）から受けられません

■税金のかからない限度額（収入が公的年金だけ
の場合）

控除対象配偶者が
いるかた

控除対象配偶者が
いないかた

所
得
税
住
民
税

65歳未満 65歳以上 65歳未満 65歳以上

所得
収入

収入
所得

※控除対象配偶者は合計所得金額が38万円以下

1,515,999円2,682,666円1,081,999円 2,281,999円
761,999円1,261,999円 381,999円 881,999円
1,604,000円2,666,667円1,015,000円2,666,667円
828,000円1,250,000円 315,000円1,250,000円

よくある質問にお答えします

事例別申告Ｑ＆Ａ
　税金のしくみは複雑で、分かりに
くいもの。
　ここでは、よくある質問について
具体的に説明します。

　今回の申告から、「妻がパートタイ
ムで働いている場合」の制度が変わり
ましたので、注意してください！
　変更点は　　　の部分です。

本人年齢

所
得
税
の
確
定
申
告



ふ
れ
あ
い
学
級

　

と
き　

２
月
10
日
〜
３
月
24

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
七
回
）

　

と
こ
ろ　

高
田
近
隣
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

市
内
在
住
で
六
十
五

歳
以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

　

内
容　

地
域
に
お
け
る
「
安

心
・
支
え
合
い
・
健
康
」

　

費
用　

無
料
（
館
外
学
習
と

そ
ば
打
ち
は
実
費
）

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
高
田
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

　

問
高
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
４
４
│
９
２
９
２

初
心
者
向
け
男
の
料
理

教
室

　

と
き　

２
月
12
日
・
26
日
、

３
月
12
日
の
各
土
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
（
計
三
回
）

　

と
こ
ろ　

新
富
近
隣
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

成
人
男
性
、
先
着
十
五
人

　

内
容　

簡
単
な
お
つ
ま
み
十

五
品
を
作
り
ま
す

　

費
用　

二
千
円
（
材
料
費
）

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
新
富
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て
直
接

　

問
新
富
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
４
５
│
１
９
４
５

講
演
会
「
生
活
習
慣
病
、

ど
う
す
れ
ば
予
防
で
き

る
の
？
」

　

と
き　

２
月
17
日
（
木
）
午

後
１
時
半
〜
３
時

　

と
こ
ろ　

南
部
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

　

対
象　

市
内
在
住
で
四
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

　

内
容　

講
演
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
な
ど

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

　

問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
・
℻
７
１
６
３
│
９
３
５

３
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
心

者
講
座

　

と
き　

２
月
18
日
〜
３
月
11

日
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時
（
計
四
回
）

　

場
所　

勤
労
会
館

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤

で
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
が

で
き
、
初
め
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
操
作
す
る
か
た
で
、
受
講

内
容
を
仕
事
・
求
職
に
生
か
し

た
い
か
た
、
十
一
人

　

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
向
け
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
基

本
操
作
を
学
び
ま
す

　

費
用　

二
千
円
（
資
料
代
）

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
座
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
名
か

求
職
状
況
・
受
講
動
機
と
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
│
８
５
０
５　

柏
市
役
所

商
工
課
へ
、
２
月
８
日
（
火
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
求
職
者
・

転
職
希
望
者
を
優
先
し
抽
選

　

問
商
工
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
４
１

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教

室

　

と
き
・
と
こ
ろ　

別
表
参
照

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
で
初
め
て

の
か
た
、
各
コ
ー
ス
四
十
人

　

費
用　

千
円

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
希

望
」
と
明
記
し
、
希
望
コ
ー
ス

（
第
二
希
望
ま
で
）・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ

て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│

８
５
０
５　

柏
市
役
所
体
育
課

へ
、
２
月
10
日
（
木
）
ま
で
に

郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
体
育
課
☎
７
１
６
７
│
１

５
３
６

か
た
く
り
高
齢
者
学
級

　

と
き　

３
月
１
日
（
火
）
〜

３
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

３
月
４
日
（
金
）・
５
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午
（
計
五
回
）

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　

対
象　

市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
七
十
人

　

内
容　

講
話
「
漢
方
」「
旅

行
の
楽
し
み
方
」、
落
語
な
ど

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
中
央
公
民
館

へ
電
話
か
直
接

　

問
中
央
公
民
館
☎
７
１
６
４

│
１
８
１
１

す
っ
て
ん
こ
ろ
り
ん
（
転

倒
）
予
防
教
室

　

と
き　

３
月
７
日
・
14
日
の

各
月
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時

半
（
計
二
回
）　

　

と
こ
ろ　

教
育
福
祉
会
館

　

対
象　

市
内
在
住
で
六
十
五

歳
以
上
の
か
た
、
先
着
二
十
五

人
　

内
容　

講
話
「
転
倒
し
や
す

い
住
環
境
」、
体
力
測
定
と
転

倒
予
防
体
操
な
ど

　

費
用　

無
料

　

用
意
す
る
物　

上
履
き
用
運

動
靴
、
動
き
や
す
い
服
装

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
初
め
て
の
か
た
を
優
先

　

そ
の
他　

送
迎
バ
ス
あ
り
。

２
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
み
を

　

問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
・
℻
７
１
６
３
│
９
３
５

３
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商

法
の
手
口
と
対
処
法

　

と
き　

２
月
15
日
（
火
）
午

後
１
時
半
〜
２
時
半

　

と
こ
ろ　

教
育
福
祉
会
館

　

対
象　

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
六
十
人

　

内
容　

振
り
込
め
詐
欺
・
点

検
商
法
の
擬
似
体
験
と
対
処
法

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
６
３
│
９
３
５
６

公
開
講
演
会
「
今
後
の

株
式
市
場
と
経
済
動
向
」

　

と
き　

２
月
21
日
（
月
）
午

後
６
時
〜
８
時

　

と
こ
ろ　

柏
商
工
会
議
所

　

定
員　

先
着
百
人

　

費
用　

無
料

　

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
柏
商
工
会
議
所
☎
７
１
６

２
│
３
３
１
５

25日㈮
14時半・18時半

ガイアシンフォニー上映
全自1,800円　健康推進課 ☎7164－3333

27日㈰
15時

安井耕一ピアノリサイタル
全自一般3,000円　学生1,000円
音楽工房事務局 ☎7133－6498

岸本力ロシア民謡コンサート
全自3,500円　菩提樹 ☎7169－3184

3日㈭まで 柏っ子造形展
指導課 ☎7167－1482

8日㈫
～13日㈰

東葛教育芸術祭作品展示
鈴木 ☎7152－0846

15日㈫
～20日㈰

もみの木写友会写真展示会
ads（アドス） ☎7152－8650

17日㈭
～20日㈰

香久展
久保田 ☎7131－0461

22日㈫
～27日㈰

アルス展
大沢 ☎7158－3911

11日㈮
14時

室内楽団APA柏例会発表会
無料
臼田 ☎7143－9752

とき

とき

開館時間　午前10時～午後8時。各催しの初日は
正午から、最終日は午後6時まで※21日㈪は午後2
時半まで　休館日　16日㈬・17日㈭・22日㈫　入
場料　無料　問い合わせ　市民ギャラリー（髙島
屋ステーションモール8階）☎7148－2211　利用申
し込み　文化課 ☎7167－1494

開催期間 催       し

催し・入場料・問い合わせ

日・開演時間

日・開演時間

催し・入場料・問い合わせ

催し・入場料・問い合わせ

催し・問い合わせ
26日㈯
18時半

尺八民謡演奏会
全自1,500円　瀬尾 ☎048－755－5265

6日㈰
14時

5日㈯
14時

呼魂太鼓創立20周年記念公演
全自2,300円　呼魂太鼓 ☎7139－4183

20日㈰
14時

柏市民合唱団演奏会
無料　柏市民合唱団 ☎7166─4011

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

1日㈫まで 写真集団彩麗作品展

2日㈬～ 6日㈰ 芽の会絵画展

7日㈪～11日㈮ 東葛地区高等学校合同書道展

12日㈯～15日㈫ 中国水墨画展

18日㈮～21日㈪ 柏地区障害児学級合同
「花と太陽と希望の作品展」

23日㈬～26日㈯ 日本刺しゅう朱鷺の会作品展

27日㈰～3月2日㈬ いしどアートスクール文化祭
おはなし会
毎週木曜日午後3時半～3時50分
〈休館日〉
本館・分館＝毎週月曜日、11日㈮
※田中・永楽台・光ケ丘・新富・高
田・根戸・藤心の各分館は、2月3日
㈭まで蔵書点検のため休館
問図書館本館 ☎7164－5346

視聴覚ライブラリー
☎7167－2224

「古代遺跡の謎を追え！」
「物語：ノアの箱舟」

12日㈯・26日㈯午後1時半・
3時半と13日㈰・27日㈰午
前11時・午後1時半・3時半
図書館本館2階
無料

と　き

ところ
入場料

図書館

2月

2月

問

市民ギャラリー市民文化会館 2月2月

アミュゼ柏 2月

さわやかちば県民プラザ 2月
ホール

ギャラリー

平成17年（2005年）2月1日 第1234号 ⑥

ところコース と　き
午後5時
～6時

2月27日～
3月13日の
毎週日曜
日（計3回）

2月20日～
3月6日の
毎週日曜
日（計3回）
2月27日㈰・
3月6日㈰・
20日㈰（計
3回）

A 柏洋スイマーズ江戸川台スクール
午前8時
50分～9
時50分

B 東武スポーツクラブとよしき

午前 1 0
時～11時

午前9時
～10時

C サンスポーツ21スイミング柏

D オークスベストコンディションクラブ柏

E メガロス柏

F キッツウエルネス南柏

■水中ウオーキング教室コース別日程表

催　し と　き ところ 対　象 申し込み内　容

南部みんな
の広場（南
部近隣セン
ター内）

光ケ丘児童
センター

光ケ丘近隣
センター

布施遊戯室
（布施近隣
セ ン タ ー
内）

幼児と保護
者、先着25組

幼児と保護
者、先着20組

幼児と保護
者、先着20組

幼児と保護
者、先着10組

2月18日㈮午前
10時半～11時半

2月8日㈫午前10
時半～11時半

2月18日㈮午前
10時半～11時半

⑥親子体操

⑧エンジョイ
クッキン
グ「手打
ちうどん」

⑤チョコを作
ろう！

②プレゼント
チョコを作
ろう

2月2日㈬午後2時か
ら、南部みんなの広
場へ電話か直接

小学生以上、
先着18人

小学生以上、
先着20人

小学生以上、
各日先着15人

豊四季台児
童センター

永楽台児童
センター（永
楽台近隣セ
ンター内）

2月2日㈬午後2時か
ら、永楽台児童セン
ターへ電話か直接

当日、会場へ直接

当日、会場へ直接

2月2日㈬午後2時か
ら、光ケ丘児童セン
ターへ電話か直接

⑥は2月2日㈬、⑦は
2月3日㈭のいずれ
も午前10時から、豊
四季台児童センター
へ電話か直接

2月2日㈬午後2時か
ら、布施遊戯室へ
電話か直接

2月19日㈯午前
10時～午後0時
半

2月19日㈯午前9
時半～正午

2月16日㈬午後1
時半～2時半

2月12日㈯・13日
㈰午後1時半～
3時半

④おはなし会

①親と子の
おはなし
会

③ひなかざり

体操と親子のふ
れあい遊び

絵本や遊びで
交流します

絵本や紙芝居、
ミニ工作などの
遊び

どなたでも、
先着50人

2月22日㈫午前
10時半～正午

⑦小児科医
講演会

小児ぜんそくに
ついて医師から
話を聞きます

小麦粉からのう
どん作り

チョコバナナ作
りやゲームなど

チョコレートとプ
レゼント用パッケ
ージを作ります
折り紙のおひな
さま作りや絵本
などで交流しま
す

①・⑧は永楽台児童センター ☎7163－4050、②は光ケ丘児童センター ☎7170－7600、③
は布施遊戯室 ☎7135－3960（午後1時～5時）、④・⑤は南部みんなの広場 ☎7173－1333
（午前10時～午後5時）、⑥・⑦は豊四季台児童センター ☎7144－5363

※費用は②は300円、⑤は200円、⑧は100円、その他は無料■児童センターの催し

問



青
少
年
の
育
成
活
動
を
行
い
ま

す
　

勤
務
時
間　

土
・
日
曜
日
を

含
む
週
四
日
程
度
（
勤
務
割
に

よ
り
月
七
十
時
間
前
後
）

　

賃
金
（
時
給
）　

九
百
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

　

申
し
込
み　

２
月
10
日（
木
）

ま
で
に
、
豊
四
季
台
児
童
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
書
類
選
考
。
面
接
あ

り
　

問
豊
四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
４
４
│
５
３
６
３

か
し
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・　

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
募
集

　

職
種
・
募
集
人
数　

か
し
わ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
二
人

　

対
象　

子
育
て
経
験
や
専
門

知
識
が
あ
り
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
証
を
持
つ
か
た
。
幼
稚

園
教
諭
や
保
育
士
の
資
格
が
あ

れ
ば
な
お
可

　

勤
務
場
所　

か
し
わ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

（
柏
五
丁
目
か
沼
南
町
風
早
一

丁
目
）

　

勤
務
時
間　

月
〜
土
曜
日
の

週
三
〜
五
日
程
度
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時

　

賃
金
（
時
給
）
八
百
七
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

　

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

　

申
し
込
み　

セ
ン
タ
ー
（
柏

五
丁
目
）
で
配
布
し
て
い
る
指

定
履
歴
書
等
を
２
月
10
日（
木
）

ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接

　

選
考
方
法　

書
類
と
面
接

　

問
か
し
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
６

２
│
０
３
３
０
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
臨
時
看
護
職
員

　

対
象　

看
護
師
の
資
格
が
あ

る
か
た
、
若
干
名

　

勤
務
場
所　

身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の

う
ち
週
二
日
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
の
う
ち
四
〜
五
時
間
程

度
　

勤
務
内
容　

各
種
講
習
会
で

の
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
の
介

助
や
血
圧
測
定
な
ど

　

賃
金
（
時
給
）　

千
二
百
六

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

　

申
し
込
み　

２
月
10
日（
木
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
※
面
接
あ
り

　

問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
７
１
６
３
│
９
３
５
３

臨
時
保
育
士

　

対
象　

保
育
士
の
免
許
を
持

つ
か
た
、
二
人

　

勤
務
場
所　

知
的
障
害
児
通

園
施
設
「
十
余
二
学
園
」

　

勤
務
内
容　

知
的
障
害
児
の

保
育
介
助

　

採
用
期
間　

４
月
〜
来
年
３

月
末

　

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
４
時

　

賃
金
（
時
給
）　

九
百
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

　

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
〒
２
７
７
│
０
８
７

２
十
余
二　

一
七
五
│
六
六　

十
余
二
学
園
へ
、
２
月
10
日

（
木
）
ま
で
に
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）
か
直
接
持
参
を

　

問
十
余
二
学
園
☎
７
１
３
１

│
７
８
３
３

教
育
相
談
員

　

対
象　

①
教
育
相
談
訪
問
指

導
員
＝
大
学
か
大
学
院
で
臨
床

心
理
学
・
心
理
学
な
ど
を
専
攻

し
、
不
登
校
問
題
な
ど
に
関
心

が
あ
り
、
二
年
間
勤
務
で
き
る

か
た
②
教
育
相
談
専
門
指
導
員

＝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
資
格

取
得
者
で
教
育
相
談
の
経
験
が

あ
り
、
二
年
間
勤
務
で
き
る
か

た
③
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

＝
臨
床
心
理
士
の
資
格
取
得
者

か
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
経

験
者
で
、
週
二
日
勤
務
で
き
る

か
た

　

募
集
人
数　

①
・
②
＝
若
干

名
③
＝
一
人

　

賃
金　

①
・
②
＝
一
日
八
千

円
③
＝
時
給
五
千
二
百
円

　

応
募
方
法　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
〒
２
７
７
│
８
５
０

５　

柏
市
役
所
指
導
課
（
第
二

庁
舎
四
階
）へ
、２
月
３
日（
木
）

〜
10
日
（
木
）
に
郵
送
（
必
着
）

か
直
接
持
参
を

　

そ
の
他　

書
類
選
考
の
上
、

面
接
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
勤
務
条
件
・
仕
事
内
容
等

に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
指
導
課
☎
７
１
６
７
│
１

４
８
２

中
学
校
理
科
実
験
助
手

　

対
象　

市
内
か
近
隣
市
町
に

在
住
で
、
中
学
校
理
科
教
諭
の

免
許
を
持
つ
五
十
歳
ま
で
の
か

た
、
五
・
六
人

　

勤
務
場
所　

市
内
（
沼
南
町

を
含
む
）
の
公
立
中
学
校

　

勤
務
時
間　

週
十
六
時
間

（
週
四
日
）

　

賃
金
（
時
給
）　

千
百
八
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

　

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
教
員
免
許
状
の
写
し

を
持
っ
て
、
２
月
２
日
（
水
）

〜
15
日
（
火
）
に
指
導
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
四
階
）
へ
直
接

※
面
接
あ
り

　

問
指
導
課
☎
７
１
６
７
│
１

４
８
２

こ
ど
も
ル
ー
ム
指
導
員

　

募
集
人
数　

二
十
人
程
度

　

勤
務
場
所　

市
内
の
こ
ど
も

ル
ー
ム

　

勤
務
時
間　

①
常
勤
＝
月
〜

金
曜
日
午
後
１
時
半
〜
７
時

（
長
期
休
業
中
は
午
前
８
時
〜

午
後
７
時
の
う
ち
一
日
五
時
間

半
）、
土
曜
日
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
半
の
う
ち
一
日
五
時
間

半
②
非
常
勤
＝
週
三
〜
四
日
程

度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

（
時
間
は
常
勤
と
同
じ
）
※
①
・

②
と
も
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
。
勤
務
時
間
は
予
定

　

賃
金
（
時
給
）　

八
百
七
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

　

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

　

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
連

絡
の
上
、
写
真
を
張
っ
た
履
歴

書
を
児
童
育
成
課
（
市
役
所
第

一
庁
舎
二
階
）
へ
、
２
月
15
日

（
火
）
ま
で
に
直
接
持
参
を

　

問
児
童
育
成
課
☎
７
１
６
７

│
１
５
９
５

給
食
調
理
員
（
正
職
員
）

　

対
象　

昭
和
39
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
、
二
人

　

職
務
内
容　

市
内
の
保
育
園

等
で
の
給
食
調
理

　

採
用
予
定
日　

４
月
１
日

　

試
験
日
時　

一
次
試
験
＝
２

月
19
日
午
前
９
時
か
ら
、
二
次

試
験
＝
一
次
試
験
合
格
者
に
別

途
通
知

　

一
次
試
験
会
場　

柏
市
役
所

　

申
し
込
み　

人
事
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
二
階
）
か
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て

い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
２
月
９
日
（
水
）
ま
で

に
人
事
課
へ
本
人
が
直
接

　

問
人
事
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
１
３

児
童
セ
ン
タ
ー
・
幼
児

ル
ー
ム
臨
時
職
員

　

対
象　

保
育
士
・
幼
稚
園
を

含
む
教
諭
・
児
童
指
導
員
資
格

が
あ
る
か
た
、
二
人

　

勤
務
場
所　

児
童
セ
ン
タ

ー
、
幼
児
ル
ー
ム
、
近
隣
セ
ン

タ
ー
な
ど

　

勤
務
内
容　

保
護
者
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、乳
幼
児
・

市
民
た
こ
あ
げ
大
会

　

と
き　

３
月
12
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
正
午
※
雨
天
翌
日

　

と
こ
ろ　

あ
け
ぼ
の
山
農
業

公
園
そ
ば
の
利
根
川
堤
防

　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
百
人
（
親
子
歓
迎
）

　

内
容　

自
作
や
市
販
の
た
こ

を
あ
げ
て
楽
し
み
ま
す

　

費
用　

三
百
円
（
と
ん
汁
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
代
）

　

用
意
す
る
物　

た
こ

　

申
し
込
み　

２
月
16
日（
水
）

ま
で
に
柏
市
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
協
議
会
へ
電
話
（
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
）
か
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
た
こ
作
り

教
室
（
別
掲
）
へ
の
参
加
の
有

無
を
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
で

　

◎
た
こ
作
り
教
室

　

と
き　

２
月
26
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　

費
用　

五
百
円
（
材
料
費
）

　

問
同
推
進
協
議
会
☎
７
１
６

４
│
１
４
６
７
・
℻
７
１
６
４

│
１
４
６
１

　毎年恒例のファン感謝イベント「2005ふ
れあいフェスタ　新春激励会」が1月23日、
日立柏サッカー場で行われました。今年は、
「魂込めて走り抜き、そして勝ち抜く」を
モットーに心機一転巻き返しを図ります。
選手たちは、寒空の下集まった多くのファ
ンから激励の言葉をかけられていました。

明
神
キ
ャ
プ
テ
ン
、
今
年
こ

そ
頼
む
ぞ
！

平成17年（2005年）2月1日第1234号⑦

●子育てサークルへの遊びの支援　保育士が
子育てサークルの活動場所へ出向き、楽しい遊
びやおもちゃ作りなどの活動を支援します
とき・ところ：サークルの活動時間・場所による 
費用：無料　申し込み：実施日の前月1日の午前
9時から、豊住保育園へ電話で（1日1サークルで
月4サークルまで）
●ミニなかよし広場　市内の公園で、保育士と
一緒に手遊びや紙芝居、エプロンシアターなどを
楽しみます
とき・ところ：別表のとおり　費用：無料
申し込み：当日、会場へ直接
と　き と　こ　ろ

 2 月 1  日㈫
 2 月 7  日㈪
 2 月14 日㈪
 2 月15 日㈫
 2 月21 日㈪
 3 月 7 日㈪
 3 月11 日㈮
 3 月14 日㈪
 3 月28 日㈪
 3 月29 日㈫

柏西口第一公園（明原3丁目）
藤心近隣センター前広場（藤心4丁目）
松葉第一公園（松葉町1丁目）
名戸ケ谷第四公園（新柏4丁目）
北柏ふるさと公園（呼塚新田）
増尾城址（し）総合公園（増尾）
あけぼの山農業公園（布施下）
豊町第二公園（豊四季）
南部公園（新逆井2丁目）
高野台児童遊園（根戸）

問豊住保育園 ☎7174－7197・保育課 ☎7167－1137
※時間はいずれも午前１０時半～11時半（雨天中止）

　対象はいずれも1歳6カ月～3歳児と
保護者。みんなで「わいわい」楽しもう！

 No.43

よくある小物類もきちんと分別

消しゴム
＝可燃ごみ

シャープペンの芯＝可燃ご
み。ケースは資源プラスチッ
ク（４月以降は
容器包装プラ
スチック類
となります）

磁石＝資源品。空き
缶の袋に入れてく
ださい

マグネットシート
＝可燃ごみ。小さ
く切ってください

マジック・ボールペ
ン・シャープペン
＝不燃ごみ

針金入りのリボン
＝可燃ごみ

講座名 と　き 対　象 申し込み内　容

④エクセルレベ
ルアップ講座

市内在住・在勤で、
日常エクセルを使
い、基本を理解し
ているかた（初心
者は不可）、25人

市内在住・在勤で、
文字入力ができる
かた、25人

市内在住・在勤で、
文字入力ができる
かた、25人

市内在住の小学生
と保護者、15組 30
人

ワードでデジタルアル
バムを作り、デジタル
カメラ写真の取り扱い
も楽しみます

2月20日㈰・27日
㈰午後1時半～4
時半（計2回）

⑥ワードでデジ
タルアルバム
を作ろう講
座

エクセルの関数を使
い町会などの会費徴
収・会計報告の作り
方を学びます

2月21日㈪午後1
時半～4時半

⑤楽しいメール
の作成講座

③ワード初心者
コース

市内在住・在勤で、
日常メールを使っ
ているかた（初心
者は不可）、25人

アニメや音楽を添付し
たもの、ＨＴＭＬメー
ルなどメールを楽しく
する方法を学びます

2月26日㈯午前9
時半～午後0時半

市内在住・在勤で、
文書作成ができる
かた、25人

ワードの基本を案内
状作成を通して学び
ます

2月26日㈯・3月5
日㈯午前9時半～
午後0時半（計2
回）

2月20日㈰・27日
㈰午前9時半～午
後0時半（計2回）

①名刺作成講
座

ワードなどを使い、自
分の名刺を作ります

2月19日㈯午後1
時～4時

市内在住・在勤で、
パソコン初心者の
かた、25人

②初心者のイン
ターネット・
メール教室

パソコンやインターネッ
ト・メールの基礎を
学びます

2月19日㈯・26日
㈯午後1時半～4
時半（計2回）

⑦親子パソコン
教室

インターネットやエクセ
ル・ワードなどを学び
ます

各講座ごとに、往
復はがきに希望
講座名を明記し、
住所・氏名（⑦は
保護者名と児童
名）・年齢（⑦は
児童の学校名・
学年も）・電話番
号と返信面のあ
て先を書いて、〒
277－0005柏5丁
目8－12柏市中
央公民館へ、①・
②は2月9日㈬、
③～⑤は2月10日
㈭、⑥・⑦は2月
14日㈪までに郵
送で（必着）※応
募は1講座につき
1人1通。応募者
多数の場合は抽
選。①～⑤は以
前に受講された
かたは応募でき
ません

問中央公民館 ☎7164－1811

※会場は①・⑦は酒井根西小、その他は中央公民館。費用は①は90円（CD－
R代）、その他は無料。③～⑥はDOS－Vの初期化したフロッピーディスク1
枚、①・⑦は上履きと下履き入れの持参を。講師はパソコンボランティア

■中央公民館の
パソコン講座



豊
住
・
豊
四
季
幼
児
ル

ー
ム
の
入
所
児
を
募
集

　

対
象　

市
内
在
住
で
、
平
成

13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児
、
各

ル
ー
ム
二
百
人

　

保
育
期
間　

４
月
か
ら
の
一

年
間
月
三
回
程
度
、
各
回
午
前

９
時
半
〜
11
時
半
（
計
三
十
三

回
）
※
８
月
を
除
く

　

費
用　

一
カ
月
千
六
百
円

　

申
し
込
み　

豊
住
は
２
月
８

日
（
火
）、
豊
四
季
は
２
月
９

日
（
水
）
の
い
ず
れ
も
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
に
、
同
居
の
家

族
と
幼
児
が
希
望
す
る
幼
児
ル

ー
ム
へ
印
鑑
を
持
っ
て
直
接
※

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

　

そ
の
他　

３
月
末
に
保
護
者

へ
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

問
豊
住
幼
児
ル
ー
ム
☎
７
１

７
４
│
５
１
９
３
・
豊
四
季
幼

児
ル
ー
ム
☎
７
１
４
３
│
８
８

８
６柏

の
葉
運
動
広
場
を
廃

止

　

千
葉
県
か
ら
借
用
し
て
い
る

柏
の
葉
運
動
広
場
用
地
は
、
野

球
場
建
設
に
伴
い
３
月
31
日

（
木
）
に
返
還
す
る
た
め
、
４

月
１
日
（
金
）
以
降
は
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

問
体
育
課
☎
７
１
６
７
│
１

５
３
６

柏
寿
荘
・
南
部
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
団
体
は
登
録
申
請
を

　

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
柏

寿
荘
・
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動

団
体
の
登
録
申
請
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル

は
、
各
施
設
で
配
布
す
る
「
サ

ー
ク
ル
登
録
申
請
書
」
と
会
員

名
簿
を
利
用
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
資
格　

①
サ
ー
ク
ル
登

録
は
使
用
す
る
施
設
・
設
備
で

利
用
可
能
な
人
数
と
し
、
一
サ

ー
ク
ル
の
会
員
数
は
十
五
人
以

上
（
茶
道
は
五
人
以
上
）
②
会

員
は
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い

る
六
十
歳
以
上
の
か
た
③
活
動

内
容
が
同
様
な
サ
ー
ク
ル
団
体

へ
の
会
員
の
重
複
登
録
は
不
可

　

登
録
申
請
期
間　

２
月
２
日

（
水
）〜
９
日（
水
）※
６
日（
日
）

を
除
く

　

そ
の
他　

期
間
内
に
登
録
し

て
い
な
い
団
体
は
、
５
月
分
の

利
用
が
で
き
ま
せ
ん

　

問
柏
寿
荘
☎
７
１
３
１
│
９

５
１
１
・
南
部
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
７
６
│
６
１
５
１

母
子
・
父
子
家
庭
へ
の

児
童
入
学
祝
金
支
給
制

度
を
廃
止

　

母
子
・
父
子
家
庭
の
児
童
を

対
象
に
入
学
祝
金
を
支
給
し
て

き
ま
し
た
が
、
千
葉
県
の
助
成

制
度
の
廃
止
な
ど
か
ら
、
平
成

15
年
度
で
こ
の
制
度
は
廃
止
に

な
り
ま
し
た
。

　

問
児
童
育
成
課
☎
７
１
６
７

│
１
５
９
５

ひ
と
り
親
の
就
業
資
格

等
取
得
を
支
援

　

対
象　

平
成
17
年
３
月
１
日

現
在
、
柏
市
に
住
民
登
録
や
外

国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
や
養
育
者
で
、
平

成
16
年
４
月
１
日
〜
平
成
17
年

３
月
31
日
に
市
が
定
め
る
就
業

資
格
等
を
取
得
し
た
か
、
取
得

見
込
み
の
か
た
※
所
得
制
限
等

支
給
制
限
あ
り

　

助
成
対
象
経
費　

就
業
資
格

等
取
得
に
要
し
た
経
費
の
う
ち

次
に
該
当
す
る
も
の
①
検
定
試

験
の
受
験
料
（
最
低
必
要
回
数

だ
け
）②
教
育
施
設
の
入
学
金
、

登
録
料
と
受
講
（
授
業
）
料
※

就
業
資
格
取
得
試
験
等
に
合
格

し
た
日
以
前
一
年
間
に
か
か
っ

た
経
費
だ
け
。
対
象
に
な
ら
な

い
経
費
が
あ
り
ま
す

　

助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費

の
半
額
（
千
円
未
満
の
端
数
切

り
捨
て
）
で
二
十
万
円
を
限
度

※
申
請
者
多
数
の
場
合
は
助
成

見
込
み
額
を
下
回
る
場
合
あ
り

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

か
ら
児
童
育
成
課
（
市
役
所
第

一
庁
舎
二
階
）
で
配
布
す
る
申

請
書
等
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５　

柏
市
役
所
児
童
育
成
課
へ
、
３

月
１
日
（
火
）
〜
25
日
（
金
）

に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接
持
参

を
※
申
請
書
は
電
話
で
請
求
で

き
ま
す

　

問
児
童
育
成
課
☎
７
１
６
７

│
１
５
９
５

「
ク
ル
ク
ル
ク
リ
ー
ン
か

し
わ
」
を
配
布

　

ご
み
減
量
広
報
紙
「
ク
ル
ク

ル
ク
リ
ー
ン
か
し
わ
第
二
十
四

号
」
を
発
行
し
ま
し
た
。『
ご

み
の
出
し
方
変
更
の
Ｑ
＆
Ａ
』

を
特
集
し
、
４
月
か
ら
始
ま
る

指
定
ご
み
袋
制
度
と
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
分
別
の
変
更
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

町
会
・
自
治
会
を
通
し
て
全

戸
配
布
す
る
ほ
か
、
各
近
隣
セ

ン
タ
ー
、
柏
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
四
階
）
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
７
１

６
７
│
１
１
３
９

介
護
保
険
「
受
領
委
任

払
い
方
式
」
の
講
習
会

　

市
で
は
３
月
か
ら
、
介
護
保

険
で
の
福
祉
用
具
購
入
費
や
住

宅
改
修
費
の
支
給
に
つ
い
て
、

「
受
領
委
任
払
い
方
式
」
に
よ

る
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
事
前
に
登
録
を
受

け
た
事
業
所
が
被
保
険
者
の
委

任
を
受
け
て
支
給
の
申
請
と
受

領
を
行
う
も
の
で
、
登
録
を
受

け
る
に
は
本
講
習
会
へ
の
出
席

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

と
き　

２
月
25
日
（
金
）
午

後
６
時
〜
８
時

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
※
車

で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

対
象　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
（
福
祉
用
具
販
売
・
住

宅
改
修
に
携
わ
る
事
業
所
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
）

　

内
容　

受
領
委
任
払
い
の
手

続
き
な
ど

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

〜
18
日
（
金
）
に
介
護
保
険
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ

電
話
か
直
接

　

問
介
護
保
険
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
３
４

市
民
農
園
の
新
規
利
用

者
を
募
集

　

利
用
期
間　

３
月
１
日
〜
来

年
１
月
31
日

　

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
市
民
農

園（
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
内
）

　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
、

二
十
世
帯

　

区
画
面
積　

二
十
五
平
方
メ

ー
ト
ル

　

費
用　

九
千
円

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
市
民
農
園
利
用
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
８
２
２
布

施
下
一
二
七
│
一　

ふ
る
さ
と

農
園
内
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
へ
、
２

月
９
日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
は
一
世
帯
一

通
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
　

問
ふ
る
さ
と
農
園
内
ト
マ
ト

ハ
ウ
ス
☎
７
１
３
４
│
９
９
２

０
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、

月
曜
日
を
除
く
）

★相談日が祝・休日に当たる
場合は休みます。また、都合
により休む場合がありますの
で、事前にご確認ください

市民相談

▶子育てにこにこ電話相談
　☎7162－2525（健康推進課）
　㈪～㈮9：00～17：00
▶こども「やまびこ電話 柏」
 （話を聞いてもらいたいとき）
　☎7166－8181（少年補導センター）
　㈪・㈷を除く毎日13：00～17：00

▶学校・家庭教育相談
　㈪～㈮9：00～16：00
　教育相談室 ☎7167－4152

▶家庭児童相談
　㈪～㈮9：00～16：00
　家庭児童相談室 ☎7167－1458

▶教育・幼児教育相談
　〈電話・面接（予約制）〉
　㈪～㈮9：00～16：00
　教育研究所 ☎7145－7778

▶少年相談
　㈪・㈷を除く毎日9：00～17：00
　少年補導センター ☎7164－7571

▶消費生活相談
　㈪～㈮9：00～16：30
　消費生活センター ☎7164－4100

▶緑の相談
　第2・第4㈯10：00～16：00
　北柏ふるさと公園管理事務所
　（電話相談も可）
　柏市みどりの基金 ☎7160－3120

▶住宅リフォーム相談
　①2月13日㈰13：15～16：15
　　布施近隣センター
　②2月22日㈫10：00～16：00
　　市役所相談室
　建築住宅課 ☎7167－1147

▶法律相談（予約制）
　㈪・㈭と第2を除く㈬
　9：30～15：30、市役所相談室
　予約はそれぞれ前週㈭9：00から
　裁判中のものはご遠慮を
　広報広聴課 ☎7167－1119
▶夜間法律相談（予約制）
　第2㈬18：10～20：30
　アミュゼ柏
　予約は前週㈭9：00から
　裁判中のものはご遠慮を
　広報広聴課 ☎7167－1119

▶もの忘れ相談（予約制）
　㈪～㈮9：00～17：00＝高齢
者支援課、第4㈫9：30～15：
30＝ほのぼのプラザますお
　高齢者支援課☎7167－1135

▶身体障害者更生相談〈電話・面接〉
　第1・第3㈫10：00～15：00
　教育福祉会館1階医務室
　☎7164－2911

▶知的障害者更生相談〈電話・面接〉
　第2・第4㈫10：00～15：00
　教育福祉会館1階医務室
　☎7164－2911

▶心配ごと相談
　㈬・㈯10：00～15：00
　教育福祉会館1階相談室
　☎7163－2734

▶外国人のための相談
　〈中国語・スペイン語・英語〉
　英語＝毎週㈪・中国語＝毎週㈬
　スペイン語＝毎週㈬と第1・3㈪
　時間は13：00～17：00
　国際交流室 ☎7167－0941

▶税務相談
　第2・第4㈮13：00～16：00
　市役所相談室
　広報広聴課 ☎7167－1119

▶不動産お困りごと相談
　第1・第3㈮10：00～15：00
　市役所相談室
　広報広聴課 ☎7167－1119

▶登記相談
　第2㈫10：00～15：00
　市役所相談室
　広報広聴課 ☎7167－1119

▶人権相談・行政相談
　第1・第3㈫10：00～15：00
　市役所相談室
　広報広聴課 ☎7167－1119

▶心の健康相談（予約制）
　2月8日㈫14：00～16：00・
　25日㈮12：45～14：45
　教育福祉会館、先着3人程度 
　障害福祉課 ☎7167－1243
▶ひきこもり相談
　①㈪～㈮9：00～17：00
 障害福祉課 ☎7167－1136
 健康推進課 ☎7164－3333
 高齢者支援課 ☎7167－1135
 家庭児童相談室 ☎7167－1458
　②心配ごと相談でも受け付けます
▶ボランティア相談
　祝日を除く毎日9：00～17：00
　教育福祉会館1階ボランティアセンタ
ー   ☎7165－0880

▶柏ワークプラザの相談
　㈪～㈮9：00～16：00
　柏パートバンク☎7145－6114
高年齢者職業相談
　☎7145－8542
　能力開発・就業支援相談
　☎7146－0880

▶交通事故巡回相談（予約制）
　2月3日㈭･17日㈭
　10：00～15：00
　交通施設課 ☎7167－1304

▶女性のこころと生き方の相談（予約制）
　毎週㈭10：00～16：00
　男女共同参画室 ☎7167－1127

平成17年（2005年）2月1日 第1234号 ⑧

昭
和　

年
２
月
２
日
〜
昭
和　

年
３
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た
へ

 

２
月
　
日（
木
）

３
月
か
ら
利
用
で
き
る
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
被
保
険
者
証
と
と
も
に
提
示
を

発
送
予
定
日問

保
険
年
金
課
☎
７
１
６
７
│
１
１
２
９

10

10

10

講　座　名 と　き ところ・問い合わせ

2月13日㈰
午後1時半
～3時半

家庭で起こりやす
い事故とその対策
（摂食と排せつ）

生活クラブ在宅介護
支援センターあいの手
柏（千代田3丁目） ☎
7168－7070
さかき光陽在宅介護
支援センター（酒井
根）☎7175－2281

2月14日㈪
午後1時半
～3時

認知症（痴ほう）高
齢者と介護

2月26日㈯
午後1時半
～3時半

グループホームケア
とは？～施設見学
と認知症（痴ほう）
介護法について～

ほほえみ協同在宅介
護支援センター（若
柴）☎7131－4109

2月16日㈬
午後1時半
～3時半

摂食嚥下（えんげ）
の基礎知識～誤
嚥（ごえん）性肺炎
の予防のために

ひかり隣保館在宅介
護支援センター（十余
二）☎7131－9944

問高齢者支援課 ☎7167－1135

※費用は無料。申し込みなど、
詳しくは問い合わせを

■ふれあい介護
予防教室

催　し と　き 対　象 申し込 み内　容

2月20日㈰午後
1時半～3時半

②いっしょに歌え
ばみんな友「ほ
のぼのうたごえ
喫茶」

コーヒーを味わいな
がら、キーボードの
伴奏で叙情歌、懐メ
ロなどを楽しみます

2月12日㈯午後
1時半～3時半

①遊んで学んで
楽しく交流

市内在住のか
た、先着25人

市内在住の
かた、先着45
人

市内在住で
60歳以上の
かた、先着50
人

市内在住で
60歳以上の
かた、18人

世代を超えてゲーム
で楽しく交流します

2月27日㈰午後
1時半～3時半

③「転ばぬ先のバ
リアフリー」と
「ふれあい広場」

バリアフリーの話、
歌、家庭でできる
簡単体操

3月3日～24日
の毎週木曜日
午前10時～正
午（計4回）

④いつまでも美し
く～スタイルチェ
ック（姿勢を美
しく）

健康リズム体操、
姿勢や歩き方など
日常生活の中での
スタイルチェック

問ほのぼのプラザますお ☎7170－5570

※会場はほのぼのプラザますお。費用は無料。④は運動できる
服装・履物、タオル（バスタオルかスポーツタオル）の持参を

■ほのぼのプラザ
ますおの催し

2月2日㈬午前9時から、ほのぼ
のプラザますおへ電話で

往復はがきに「いつまでも美しく希
望」と明記し、住所・氏名・年齢・電
話番号と返信面のあて先を書いて、
〒277－0051加賀3丁目16－8　ほ
のぼのプラザますおへ、2月10日㈭
までに郵送で（必着）※応募は1人
1通。応募者多数の場合は抽選

当日、会場へ直接

名 称 と き ところ 定員 問い合わせ

2月2日㈬
午後2時
～4時

2月1 5日
㈫午後2
時～4時

■公開される審議会等 ※傍聴希望者は当日、会場へ直接

第5・6委員
会室（市役
所第2庁舎
5階）

先着
15人

柏市公民館
運営審議会

柏市社会教
育委員会議

（仮称）市民
ステーション
検討委員会

社会教育課
☎7167－7638

環境保全課
☎7163－4422

中央公民館
☎7164－1811

第1委員会
室（市役所
第2庁舎 5
階）

先着
3人



斎
場
の
仮
予
約
の
受
付

時
間
が
延
長

　

２
月
16
日
（
水
）
か
ら
、
ウ

イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
の
仮
予

約
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
半
〜

午
後
９
時

　

仮
予
約
の
申
し
込
み　

ウ
イ

ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
へ
電
話
か

直
接
※
電
話
の
場
合
は
予
約
し

た
内
容
を
フ
ァ
ク
ス
で
送
付

　

仮
予
約
の
有
効
期
間　

受
付

日
か
ら
二
日
後
の
午
後
５
時
ま

で
※
死
体（
胎
）埋
火
葬（
改
葬
）

許
可
証
・
斎
場
使
用
許
可
書
の

交
付
を
受
け
る
と
本
予
約
に
な

り
ま
す
。
斎
場
利
用
の
前
日
ま

で
に
本
予
約
を
完
了
し
て
く
だ

さ
い
。
有
効
期
間
内
に
本
予
約

の
手
続
き
が
な
い
場
合
は
、
自

動
的
に
取
り
消
し
に
な
り
ま
す

　

問
ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場

☎
７
１
３
１
│
６
６
４
９

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・　

合
同
面
接
会

　

と
き　

２
月
16
日
（
水
）
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
後
１
時

〜
２
時
半
、
合
同
面
接
会
＝
午

後
２
時
40
分
〜
４
時

　

と
こ
ろ　

プ
ラ
ザ
ヘ
イ
ア
ン

柏
（
柏
五
丁
目
）

　

費
用　

無
料

　

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
千
葉
県
経
営
者
協
会
地
域

求
職
活
動
援
助
事
業
推
進
室
☎

０
４
３
│
２
４
７
│
４
０
７
０

ち
ば
若
者
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
就
職
相
談
・　

セ
ミ
ナ
ー

　

と
き　

２
月
８
日
（
火
）・

24
日
（
木
）、３
月
９
日
（
水
）・

24
日
（
木
）
①
セ
ミ
ナ
ー
＝
午

前
10
時
〜
正
午
②
個
別
相
談
＝

午
後
１
時
〜
４
時
10
分
（
一
人

三
十
分
程
度
）

　

と
こ
ろ　

消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
十
五
〜
三
十
四
歳
の

就
職
相
談
希
望
者
、
各
日
①
＝

先
着
四
十
人
②
＝
先
着
十
人

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
商
工
課
へ
電

話
で

　

問
商
工
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
４
１

口
腔
（
こ
う
く
う
）
が

ん
検
診

　

と
き　

２
月
27
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
０
時
半

　

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

定
員　

百
人

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
口
腔
が
ん
検
診
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
（
一
枚
に

一
人
だ
け
）・
年
齢
・
電
話
番

号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
４
柏

下
七
三　

柏
歯
科
医
師
会
へ
、

２
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送

で
（
当
日
消
印
有
効
）
※
応
募

は
一
人
一
通
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選

　

問
健
康
推
進
課
☎
７
１
６
４

│
３
３
３
３
・
柏
歯
科
医
師
会

☎
７
１
６
３
│
５
２
６
０

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
が
臨
時
休
館

　

２
月
５
日
（
土
）
に
電
気
設

備
点
検
の
た
め
、
柏
駅
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
臨
時
休
館

し
ま
す
。

　

問
柏
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
６
８
│
５
５
０
０

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ

ナ
ー
・
相
談
会

　

と
き　

２
月
27
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
４
時
半

　

と
こ
ろ　

消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

マ
ン
シ
ョ
ン
区
分
所

有
者
や
管
理
組
合
の
役
員
な

ど
、
先
着
四
十
人

　

内
容　

講
演
「
標
準
管
理
規

約
の
改
正
」
な
ど
と
相
談
会

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

２
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
事

務
局
へ
電
話
で

　

問
千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
東
葛
支
部
セ
ミ
ナ
ー
事
務

局
☎
０
４
７
│
３
４
８
│
１
３

３
８柏

工
業
専
門
校
訓
練
生

募
集

　

と
き　

４
月
か
ら
の
午
後
６

時
半
〜
９
時
※
パ
ソ
コ
ン
科
は

昼
間
も
あ
り

　

募
集
科
目　

木
造
建
築
科
・

専
修
建
築
科
（
二
級
建
築
士
受

験
コ
ー
ス
）・
電
気
工
事
科
（
第

二
種
電
気
工
事
士
受
験
コ
ー

ス
）・
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
・
パ
ソ

コ
ン
科

　

募
集
期
限　

３
月
18
日（
金
）

※
パ
ソ
コ
ン
科
は
随
時

　

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
柏
工
業
専
門
校
☎
７
１
４

４
│
６
６
８
１

県
の
土
地
を
売
却

　

千
葉
県
で
は
、
県
有
地
（
十

余
二
字
下
大
塚
三
八
〇
│
一

四
〇
・
二
六
〇
、
九
百
二
十

七
・
〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を

入
札
で
売
却
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
千
葉
県
管
財
課

か
県
民
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
）

で
配
布
し
て
い
る
入
札
案
内

書
、
ま
た
は
千
葉
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

pref.chiba.jp/koum
o

k
u
/k
en-yuuchi.h

tm
l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

入
札
申
込
期
間　

２
月
９
日

（
水
）
〜
22
日
（
火
）

　

問
千
葉
県
管
財
課
☎
０
４
３

│
２
２
３
│
２
０
９
６

　

全
日
写
連
柏
・
松
戸
支
部
合
同

写
真
展　

２
／
14
〜
20
の
９
時
〜

17
時
（
14
日
は
13
時
か
ら
、
20
日

は
16
時
ま
で
）、中
公
。無
料
。佐
々

木
☎
７
１
６
３
│
６
０
６
３

　

英
語
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

２
／
18
の
10
時
〜
12
時
、
柏
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
。
無
料
。
目
黒

☎
７
１
３
１
│
６
９
６
１

　

Ｉ
Ｔ
Ｃ
サ
ン
デ
ー
ク
ラ
ブ
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト　

２
／
13

の
13
時
半
〜
15
時
半
、勤
労
会
館
。

無
料
。
椎
名
☎
・
℻
７
１
８
２
│

４
５
４
０

　

文
学
講
座
「
日
本
の
詩
の
夜
明

け
」　

２
／
７
・
14
の
13
時
〜
15

時（
計
二
回
）、中
公
。
公
開
講
座
。

三
百
円
（
資
料
代
）。
岡
☎
７
１

６
３
│
３
６
３
１

　

講
演
会
「
知
っ
て
得
す
る
薬
の

正
し
い
使
い
方
」
と
楽
し
い
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト　

２
／
28
の
13
時
〜

16
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
無
料
。

髙
橋
☎
７
１
４
９
│
０
７
９
７

　

講
演
会
「
日
本
の
教
育
を
再
興

さ
せ
よ
う
！
」　

２
／
20
の
14
時

〜
16
時
半
、
中
公
。
五
百
円
。
小

野
☎
７
１
７
３
│
９
８
８
２

　

新
潟
支
援
上
映「
掘
る
ま
い
か
」

２
／
26
の
19
時
〜
20
時
半
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
。
九
百
九
十
円
。
チ
ケ
ッ

ト
は
柏
髙
島
屋
友
の
会
。
島
本
☎

７
１
３
３
│
７
０
５
８
（
夜
間
）

　

市
民
と
語
ろ
う
！
女
性
議
員
も

男
性
議
員
も　

２
／
12
の
14
時
〜

16
時
半
、
中
公
。
テ
ー
マ
は
子
ど

も
・
高
齢
者
。
無
料
。
保
育
付
き
。

広
瀬
☎
７
１
４
５
│
５
４
３
２

　

室
内
楽
の
集
い　

２
／
６
の
14

時
〜
16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
「
ま
す
」
な
ど
。
無
料

（
お
茶
菓
子
付
き
）。
大
沢
☎
０
９

０
│
１
４
２
３
│
７
８
５
８

　

大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
の
世

界
〜
自
分
を
好
き
に
な
る
た
め
に

２
／
５
の
13
時
半
〜
16
時
、
寺
島

文
化
会
館
。
五
百
円
。
石
垣
☎
７

１
６
６
│
２
０
７
８

　

社
交
ダ
ン
ス
「
柏
ダ
ン
ス
」　

第
二
・
四
㈮
13
時
、
南
部
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
。
少
し
踊
れ
る
六
十

歳
以
上
の
か
た
。
㊊
三
百
円
。
日

暮
☎
７
１
６
９
│
０
４
９
１

　

東
葛
山
野
草
会　

第
三
㈬
13

時
、
中
公
。
無
料
。
伊
藤
☎
７
１

７
２
│
２
１
６
８

　

社
交
ダ
ン
ス
「
Ｊ
・
Ｄ
・
Ｃ
」

毎
㈭
14
時
、寺
島
文
化
会
館
ほ
か
。

経
験
一
〜
二
年
の
か
た
。
○入
千

円
、
㊊
三
千
五
百
円
。
前
田
☎
７

１
３
３
│
１
３
８
７
（
午
前
中
）

　

水
墨
画
「
墨
の
華
」　

第
二
・

四
㈭
12
時
半
、
酒
井
根
近
セ
。
初

心
者
・
体
験
歓
迎
。
○入
千
円
、
㊊

千
五
百
円
。
田
中
☎
７
１
７
５
│

０
９
０
４

　

料
理
「
コ
ス
モ
ス
会
」　

第
二

㈮
10
時
、中
公
。
女
性
。
○入
千
円
、

㊊
千
円
。
杉
山
☎
７
１
６
６
│
０

５
５
８

　

中
国
語
会
話
講
座　

毎
㈪
・
㈫

・
㈭
10
時
半
、
中
公
ほ
か
。
○入
千

円
、
㊊
五
千
円
。
中
国
人
講
師
。

原
☎
７
１
８
６
│
０
６
２
９

　

社
交
ダ
ン
ス
「
柏
プ
リ
テ
ィ
」

毎
㈪
15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
○入
二

千
円
、
㊊
三
千
五
百
円
。
講
師
は

元
モ
ダ
ン
プ
ロ
。
津
久
井
☎
７
１

４
３
│
０
６
２
３
（
18
時
以
降
）

　

木
彫
り
サ
ー
ク
ル
「
柏
彫
会
」

月
二
回
㈫
13
時
、
南
部
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
。
六
十
歳
以
上
。
○入
五

百
円
、
㊊
五
百
円
。
土
屋
☎
７
１

７
３
│
８
１
０
０

　

柏
ク
ラ
シ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
一
・
三
㈰
と
平
日
の
午
後
、
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
豊
住
）
ほ
か
。

弦
楽
器
・
ピ
ア
ノ
。
㊊
五
百
円
。

坂
元
☎
７
１
７
２
│
８
１
０
９

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
の
た
め

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

催
し
・
講
習
会

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、 ＝入会金、 ＝月会費、 ＝年会費

月2

会
員
募
集

1日㈫＝光ケ丘近隣センター、4日㈮＝豊四季台近隣センター、16
日㈬＝新富近隣センター、25日㈮＝南部近隣センター。いずれも
午前9時半・10時15分・11時
9日㈬＝根戸近隣センター、18日㈮＝永楽台近隣センター、25日
㈮＝松葉近隣センター・増尾近隣センター。いずれも午後1時半・
2時15分・3時。市内在住で、基本健康診査・女性の基本35・人間
ドックの検査結果等が生活習慣改善を要するかた

健康づくり相
談（予約制）

日時は申込時に決定、健康管理センター
献立の立て方や摂取量のアドバイス等食事相談が必要なかた

食事（栄養）相
談（予約制）

17日㈭午後1時半～3時、教育福祉会館
市内在住のかた
子どもは母子健康手帳、40歳以上のかたは健康手帳（持ってい
るかただけ）、歯磨き指導を受けるかたは歯ブラシの持参を

かしわ歯科相
談室

4日㈮・16日㈬午後1時半～2時20分、保健センター。生後3カ月～
7歳5カ月児。予診票・母子健康手帳・スリッパの持参を

ポリオの予防
接種

4日㈮・14日㈪・16日㈬・28日㈪午後2時～4時、柏健康福祉セン
ター。精神障害などで悩んでいるかた、家族

心の健康相談
（予約制）

7日㈪・21日㈪午後2時～4時、柏健康福祉センター
アルコール問題を抱えるかた、家族

アルコール悩みご
と相談（予約制）
女性クリニック
（予約制）

〈婦人科〉8日㈫・〈内科〉15日㈫、午後1時半～3時
柏健康福祉センター
24日㈭午後1時～2時、柏健康福祉センター
発達の遅れが心配な1歳ぐらいまでの乳幼児

第1・第3㈫午前9時～10時受け付け、柏健康福祉センター
匿名で受検可

未熟児等発達
相談（予約制）

24日㈭午後1時～2時、柏健康福祉センター。整形外科的な心
配のある18歳未満の乳幼児・児童。母子健康手帳の持参を療育相談

▶腸内細菌　毎㈭午前10時半まで(㈮が祝祭日のときは休み）
▶水質検査　必須項目＝第1～第4㈭午前10時半まで（㈮が祝祭
日のときは休み）　揮発性有機化合物・金属類＝第2・第3㈫午
前10時半まで（㈬が祝祭日のときは休み）、柏健康福祉センター

各種検査
（予約制）

エイズ検査・相
談

10日㈭午後1時～3時、柏健康福祉センター
不妊症に悩むかた

不妊相談
（予約制）

健康推進課 ☎7164-3333

★通知が届いていない場合はご連絡を
▶1歳6カ月児健康診査（平成15年7月生まれ）＝2日㈬・3日㈭・8日㈫・9日㈬
▶3歳児健康診査（平成13年8月生まれ）＝10日㈭・15日㈫・22日㈫
▶幼児のむし歯予防教室（平成15年2月生まれ）＝16日㈬・21日㈪・28日㈪

▶日曜日・祝日 歯科☎7164─8114（午前10時～午後3時半）
歯科以外☎7163─0119（午前9時～午後5時）※音声案内

…

▶夜　　　　間 内科・小児科☎7163─0119（午後7時～午前8時）
　　　　　　※午後10時以降は音声案内

…
夜間・休日に急病になったら

6日㈰・13日㈰・27日㈰午前10時半～11時15分・午後0時半～4
時半、柏駅東口ハウディーモール駅前交差点付近（みずほ銀行
前）。16～64歳で健康なかた

献血キャンペ
ーン

マタニティー
クッキング教
室（予約制）

7日㈪午前10時半～午後1時、保健センター
妊婦と家族。費用600円
エプロン・三角きん・米半カップ・母子健康手帳の持参を

柏健康福祉センター（柏保健所） ☎7167-1255
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スペシャル

　クロスワードパズルの同じ模様
のマスの言葉を入れ、二重マスの
文字を並び替えて、お正月行事に
関係の深い言葉を2つ作ってくだ
さい。※の言葉はどちらの枠に入
れるかよーく考えよう。

答え

問　題 (̃õ)

86

※ ※
※

※

①

①

②

②

8785

3635

3433

2625

新 春

アフリカ

チチウエ
チヤバン

オドリコ
カドマツ

ウド エ
オトソ メイオウセイ

スイミンブソク
スモウ オデン ロハ
ベツドタウン サバク

メモリー
キカ ダウト マ ウン
ン コイ ロ ムカデ
イゾウ ゲ シオ ネ
ツウ コンペ スエツコ

ラ ニキビ イナナキ ヨチ ドミノ ト ナマス
ジコ ゴ サオ ナカマハズレ ソウル シユクジ
オトメ カ フトクイ ク アダ ミ シユキ ガ
ブンカサイ ナサ タ メ フアンタジー キネ

トキ コ ナマリ サカサイバヤシ コ トガキ

サカサイバヤ シ

メモリー

イ ゾウ

ム カデ

トキ デ ゾメ シキ

カ
メ
コ
ビ
キ
カ
イ

ラ
ジ
オ

ス
ジ
ガ
ネ

ド
ウ
ミ
ヤ
ク

カ ガ ミ ビ ラ キ

　応募総数は、784通でし
た。当選者の発表は、賞品
の発送をもって代えさせて
いただきます。
問広報広聴課☎7167－1119

ひと休み

ここで

元旦号パズルの回答
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二
重
マ
ス
の
８
文
字
を
並
べ
替
え
て
一
つ
の

言
葉
に
し
て
く
だ
さ
い

⑩第1234号

承徳市からようこそ
　 中国の高校生が来柏

　友好都市の中華人民共和国河北省承徳市から承徳第
一中学校（日本の高校にあたる）の教師と学生14人が
柏市を訪れました。1月17日には、平成7年から友好校
として交流を続けている市立柏高校を訪問し、在校生
全員から熱烈な歓迎を受けました。体育館で行われた
歓迎式典でお互いに両国の言葉を使ってあいさつを交
わし、記念品を交換した後、各教室に入り一緒に授業
を受講、化学の実験では歓声があがるなど生徒同士で
日中の交流を深めていました。

さようなら、柏村
　町村合併でつがる市に

柏レイソルに声援を
新体制を発表

寒風と雨にも負けず
市民新春マラソン

　恒例の市民新春マラソンが氷雨（ひさ
め）の中をついて1月16日、柏の葉公園総
合競技場と柏の葉公園をコースに開催さ
れました。小・中学生から大人まで市民
1,523人が体力に応じた距離を走破、ゴー
ルしたランナーたちは雨の粒に打たれな
がらも、充実感に浸っていました。

　今期もＪ1で戦う柏レイソルの新年度のスタッ
フが1月21日、日立柏サッカー場で発表されまし
た。2シーズン目のさい配を振るう早野監督から
は「一戦必勝を目指す」との力強い言葉が語ら
れました。新メンバー 7人を加え、ユニフォーム
も新しくした柏レイソルの選手たちに、優勝へ
の願いをこめて熱い声援を送ろう。

　平成6年からふるさと交流を続けていた
青森県柏村が周辺4町村と合併し、2月11日
から「つがる市」になります。閉村式が1
月10日に行われ、柏市から松尾助役と市立
柏高校の吹奏楽部が出席、村民と共に別れ
を惜しみ、これまでの交流を振り返りまし
た。定期的に演奏会を開催していた市立柏
高校には、柏市と柏村の交流を深めたとし
て古坂村長から感謝状が贈られました。

　
　

  

ふ
き
の
と
う

　

春
と
は
、「
草
木
の
芽
は
る
時
な
れ

ば
、
は
る
と
い
う
」
と
新
井
白
石
が
説

い
た
よ
う
に
万
物
が
春
の
陽
気
に
生
き

生
き
と
張
り
、萌
え
出
る
季
節
で
あ
る
。

　

暦
で
は
冬
至
と
春
分
の
中
間
の
立
春

（
４
日
）
を
境
に
徐
々
に
暖
か
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
待
ち
遠
し
い
春
を
告
げ
る
使
者

の
一
つ
に
「
ふ
き
の
と
う
」
が
あ
る
。

　

冬
眠
し
て
い
た
熊
が
春
の
訪
れ
に
目

覚
め
て
最
初
に
ふ
き
の
と
う
を
食
べ
る

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
春
早
く
雪
解
け
前

に
芽
を
出
す
山
菜
で
あ
る
。
独
特
の
香

り
と
ほ
ろ
苦
さ
が
あ
り
、
早
春
の
訪
れ

を
感
じ
さ
せ
る
。
残
雪
や
霜
柱
の
中
で

寒
さ
に
耐
え
る
よ
う
に
つ
ぼ
み
が
顔
を

出
し
て
い
る
様
は
健
気
だ
。

　

ふ
き
の
と
う
は
、
フ
キ
の
花
の
つ
ぼ

み
の
こ
と
で
、
葉
が
出
る
前
に
ふ
き
の

と
う
だ
け
が
地
上
に
出
て
く
る
。
黄
色

が
雄
株
、
白
色
が
雌
株
で
あ
る

　
「
と
う
が
立
つ
」
と
は
、
こ
れ
が
伸

び
て
硬
く
な
り
食
べ
ご
ろ
を
過
ぎ
た
こ

と
か
ら
、
盛
り
を
過
ぎ
た
意
に
使
う
。

　

関
東
地
方
で
は
、
ふ
き
の
と
う
は
２

月
ご
ろ
か
ら
日
陰
の
湿
気
の
多
い
と
こ

ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

冬
の
間
に
た
ま
っ
た
脂
肪
を
流
し
、

味
覚
を
刺
激
す
る
た
め
に
「
春
の
皿
に

は
苦
味
を
盛
れ
」
と
い
わ
れ
る
。
ふ
き

の
と
う
は
、
て
ん
ぷ
ら
や
味
噌
あ
え
に

し
て
食
べ
る
の
が
一
般
的
だ
。

　

春
を
告
げ
る
ふ
き
の
と
う
を
味
わ
っ

て
み
て
は
い
か
が
。

　
【
ひ
と
く
ち
メ
モ
】

　

て
ん
ぷ
ら
は
低
め
の
温
度
で
揚
げ
る

の
が
コ
ツ
。
揚
げ
て
い
る
う
ち
に
つ
ぼ

み
が
開
く
と
苦
味
も
取
れ
る
と
か
。
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は
が
き
に
、
答
え
と
今
号
の
感
想
や
意
見
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
希
望
す

る
賞
品
名
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
８
５
０
５　

柏
市
役
所
広
報
広
聴
課
へ
、
２
月
15
日
（
火
）
ま

で
に
郵
送
で（
必
着
）。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

五
人
の
か
た
に
柏
レ
イ
ソ
ル
グ
ッ
ズ
を
、
五
人
の

か
た
に
図
書
券
と
砂
川
美
術
工
芸
館
入
場
券
二
枚

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
１
月
１
日
号
の
正
解
は
デ
ゾ
メ

シ
キ
・
カ
ガ
ミ
ビ
ラ
キ
で
し
た
。
今
号
の
九
面
に

解
答
が
あ
り
ま
す
。

問
広
報
広
聴
課
☎
７
１
６
７
―
１
１
１
９

タ
テ
の
カ
ギ

１　

原
子
の
反
応
。
水
素
を
使

っ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
開
発
中

２　

絵
な
ど
美
術
品
の
展
示
や

販
売
を
す
る

３　

神
社
へ
お
○
○
参
り

５　

○
○
心
あ
れ
ば
水
心
あ
り

６　

内
角
の
和
が
三
百
六
十
度

の
図
形

７　

心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

９　

二
種
以
上
の
色
が
不
規
則

に
入
り
混
じ
っ
て
い
る
模
様

13　

児
童
な
ど
を
守
る
義
務
が

あ
る
人

15　

肉
や
乳
が
好
ま
れ
る
動
物

16　

長
野
県
周
辺
の
旧
地
名

18　

○
○
○
○
一
善

20　

青
と
紫
を
混
ぜ
た
色

22　

頭
隠
し
て
○
○
隠
さ
ず

24　

絵
画
や
書
を
掲
げ
る
も
の

25　

履
物
。
皮
革
や
布
で
作
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

顔
や
姿
を
映
す
道
具

４　

最
近
の
ト
イ
レ
は
こ
れ
が

主
流　
　
　
　
　
　

８　

人
だ
か
り
を
表
す
こ
と
ば

10　

水
を
多
め
に
米
を
炊
く
と

11　

○
○
・
良
・
可

12　

外
国
船
を
と
ら
え
る
こ
と

14　

○
○
前
絶
後

15　

き
ん
と
ん
や
ス
ー
プ
を
作

る
時
、
食
材
を
網
目
で
こ
す
る

17　

三
百
六
十
一
の
点
が
あ
る

盤
上
に
置
く
。
白
と
黒
が
あ
る

19　

所
得
状
況
を
報
告
（
ヒ
ン

ト
は
四
・
五
面
）

21　

外
の
反
対
側

22　

最
近
は
デ
ジ
タ
ル
が
主
流

23　

と
う
ふ
作
り
に
使
う

26　

○
○
○
の
勢
い

27　

冬
の
夜
、
道
に
水
を
ま
く

と
こ
う
な
っ
て
危
険

21 3 3 4 5 6 7

8 9

11 12

10

13 14

15 16

17 18 19 20

25

22

2423

26

21

27


